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冬を
迎える
前に…

　今年も冬将軍が近づいて来ています。冬場に長期間留守にした
り、外気温が氷点下になったりすると、水道が凍結しやすくなり
ます。屋外や北側で日が当たらない場所、風当たりが強いところ、
むき出しになっている水道管などは、特に凍結に注意が必要とな
ります。
　例年、漏水や凍結が発生すると問い合わせがありますが、町が
敷設した水道管（本管）から各家庭や事業所までの間（給水装置）で
漏水や修繕が発生した場合は、各戸の負担になります。

水道本管以外の修理は各戸負担となります

　ごく簡単な修理（例・パッキンの取り換え）など、
給水装置の末端に設置されている部品の取り換
え以外の水道の給水工事については「水道法」の
規定により町長が指定した「指定給水装置工事事
業者」以外はできないことになっています。
　町で指定している給水工事が実施できる事業
者は右の表のとおりですので、ご確認ください。
　町では、水道料金算定のための検針時に、前月
と比較して概ね２倍以上の使用水量があった場
合、漏水調査に伺っています。調査により漏水の
発生があった場合は、１カ月以内に漏水の修理
を行っていただきます。本管から給水装置（蛇口
まで）の間で、破損などによる漏水が発生した場
合、１カ月以内に修理を行わないときは、漏水に
よる水道料金も含めてお支払いをしていただく
ことになります。
　なお、修理期限についてですが、冬期間に家の
外で漏水が発生し、地面の凍結などで工事がで
きない場合は、水道課から修理をしていただく
期限をお知らせしますので、期限内に修理を行
ってください。
　また、各家庭などにおいて漏水を発見し、修理
を水道事業者に依頼された場合には、役場水道
課にも必ず、ご連絡をお願いします。

水道工事は町指定の「指定給水装置工事事業者」で行ってください

問い合わせ先／役場水道課
☎４８２‐２９４２（課直通）

㈱ナカセツ 中標津町桜ヶ丘３‐17 01539442

弟子屈町指定給水装置工事事業者

【町内事業者】
㈲鎌田水道工務店

太平洋設備㈱

第一水道工業㈱

協和建設工業㈱
㈱竹崎工業

㈱協和建設

㈱ホームクリニックオオサキ

㈱共立

【町外事業者】

大倉工業㈱

㈲細谷設備

㈲釧路設備工業

綜合設備㈱

高栄３‐１‐６

釧路市春採５‐16‐17

釧路市入江町８‐５

別海町別海旭町131

別海町西春別駅前錦町200

高栄１‐２‐２

釧路市若松町16‐16

釧路市入江町７‐27

釧路市愛国西１‐10‐８

中標津町計根別本通東５‐20‐１

釧路市光陽町６‐６

釧路市松浦町11‐３

指定店名 住　　　所 電話番号

01540039

482‐2369

01532144
01532240

01543414

01543474

482‐2140

01543116

01543178

01532626

01545176
01540808

㈲服部水道工務店 摩周１‐２‐１ 482‐1066
鋼管建設工業㈱ 美里４‐１‐20 482‐4217
㈱近藤建設 鈴蘭２‐１‐11 482‐1060
㈱大栄電業 泉４‐10‐３ 482‐2677
明盛建設㈱弟子屈営業所 桜丘３‐１‐６ 482‐1477

東陽設備㈲ 大空町東藻琴392‐14 01522753

後藤工務店㈲ 釧路町若葉５‐26 01542325

㈱クラシアン釧路営業所 釧路市川上町６‐２ 0120‐511‐511

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　10月17日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は11件（売
買11件）。今月は「登録番号53物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月は、個人登録番号６ 小林由紀子さんを紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/kurashi_
tetsuzuki/sumai_seikatsu/1/1658.html

▼人財バンクホームページ

　https://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/kurashi/soshikiichiran/
kyoikuiinkai_shakaikyoikuka/jinzaibank/997.html

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 53▼場所／字熊牛原野８番地39

▼  建物／木造平屋建て

　　　　１ＬＤＫ

▼建築年／2007年

　　　　　（平成19年）

▼価格／1,100万円

人財バンク
個人登録番号６

▼氏名／小
こ

林
ばやし

 由
ゆ

紀
き

子
こ

 さん

▼  分野／言語分野　英語のアドバイザーなど

▼  ＰＲ／旅行会社や外資系企

業、外国人向け観光客案内

所などでの勤務経験があ

り、英語によるコミュニケ

ーション、観光案内などの

英会話に関するお手伝いが

できますので、お気楽にご

連絡ください。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／

㈱田中設備工業 帯広市西10条南28‐26 01556565

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

　（一社）北海道ＬＰガス協会釧路支部弟子屈分会（上村保範分会長）から「ガス炊飯器（5.5升炊き）」と「ガス赤外線ス
トーブ」各１機が寄贈され、その寄贈式が10月３日、町役場で行われました。
　町では、災害に備えて防災機材や飲食料などの備蓄を進めていますが、同協会とは平成22年11月に、被災場所での
ＬＰガスの応急復旧や設備工事を行うなどの「災害発生時における応急・復旧活動の支援に関する協定」を締結し、
同24年12月から同30年11月までに、カセットガスストーブ100台、ハイカロリーコンロ５台、ポータブルガス発電機
４機の寄贈をいただいています。
　大地震や火山噴火時には、数千人の避難者が発生し、炊出し拠点である給食センターだけでは供給が不足するこ
とも考えられ、各地域拠点においても炊出しが必要となります。そのような時には、関係団体のご支援を受けながら
炊出しを行うことになります。
　今回の寄贈にあたっては、大災害が発生した時に、町としても自ら炊き出しする手段を確保する必要があること
から、ＬＰガス協会様からの提案もあり、大型ガス炊飯器の寄贈をいただくことになりました。また、昨年のブラッ
クアウトの時のように、広域で長時間停電となった時には、電気がなくても使用できる暖房が必要になることから、
ＡＣ100Ｖ電源を必要とせず、電池により着火するタイプのガスストーブを寄贈していただきました。
　寄贈を受けて、德永町長は「毎年、防災機材の寄附をいただき感謝いたします。災害時はもとより防災訓練などで
も有効に活用させていただきます」と感謝の言葉を述べました。
　同協会の上村会長は、「このように、毎年寄贈できるのは、町民の皆さ
んからのご支援があってこそのものです。この度寄贈したガス炊飯器
は、今後行われる弟子屈町防災訓練での炊出しでも有効に活用してい
ただければ幸いです」と述べられました。
　なお、10月18日に行われた弟子屈町総合防災訓練では、このガス炊
飯器でお湯を沸かして、キッチン用ビニール袋にホットケーキミック
スと牛乳を入れて蒸しパンを調理し、防災訓練に参加した住民の方に
振舞ったところ、おいしくできたとたいへん好評でした。

防災ワンポイントコーナー

寄
贈
品
を
前
に
上
村
会
長（
左
か
ら
２
人
目
）
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申し込み・問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

観光塾にぜひお越しください！
　てしかがえこまち推進協議会(会長・德永哲雄町長)では、観光を基軸としたまちづくりで活躍する人材の育成を目
的に『てしかが観光塾』を開催いたします。
　今年で12回目を迎えるてしかが観光塾では、多くの
メディアで活躍されている㈱日本総合研究所の藻谷
浩介さんや「無私の精神」で阿寒湖温泉の再生に取り
組む観光カリスマの鶴雅ホールディングス（株）代表
取締役の大西雅之さんなど多くの観光の現場で活躍
されている方々を講師に迎えます。
　２日目には、「『てしかがの今とこれから』選ばれる
観光地域づくりとは」と題し、弟子屈町の未来につい
て熱く語るパネルディスカッションを開催します。
　詳細につきましては、既に新聞折り込みしているパ
ンフレットや下記URLのウェブページに掲載されて
いますのでご確認ください。町民の皆さんは、興味がある講座だけを無料で聴講することができます。申し込みも不
要ですので、ぜひ、お越しください！！

▼日時／11月８日㈮ 13時開講　11月10日㈰ 13時閉講

▼会場／川湯ふるさと館

▼参加料／町民の皆さんはどなたでも無料です！

▽てしかが観光塾ページ　https://www.masyuko.or.jp/2019/10/kankojuku/

　パークゴルフシーズンも終わりを迎え
つつあり、各パークゴルフ場が次のとおり
終了します。気象条件によっては、予定よ
り早く終了することもありますので、あら
かじめご了承ください。
　使用期間終了後にパークゴルフ場を使
用すると、芝の生育に影響を及ぼしますの
で、使用しないようお願いします。
　場内の水道凍結の恐れがあるため、10月末
をもって閉栓していますので、ご了承願います。

▼施設とクローズ（終了）予定日
①別河川敷パークゴルフ場  11月17日㈰
②川湯温泉パークゴルフ場　  11月10日㈰
③９○○草原パークゴルフ場

10月31日㈭（既に終了）
④川湯駅前パークゴルフ場　  11月３日㈰
⑤美留和パークゴルフ場　　  11月３日㈰
⑥屈斜路パークゴルフ場　　  11月10日㈰
⑦奥春別パークゴルフ場　　  11月18日㈪

▼あらためてお願い
コース上は禁煙です。
ごみは必ず持ち帰りましょう。

町内パークゴルフ場　今シーズンの終了！！

問い合わせ先／役場教育委員会社会教育課体育振興係☎４８２‐２９４８（課直通）
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で
ス
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コ
ン
ト
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ー
ル

　

ス
ト
レ
ス
は
、
多
く
の
人
が
日
常
的
に
感

じ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ス
発
散

で
き
な
い
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
回
は
皆
さ
ん
に
共
通
の
睡
眠
で
疲
れ

を
と
る
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

▼ 
睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
な
い　

昼
寝
は
30
分
以
内
に
！

　

睡
眠
時
間
の
理
想
は
８
時
間
と
思
わ
れ
が

ち
。短
く
て
も
熟
睡
で
き
る
人
も
い
ま
す
。起

き
た
時
に
熟
睡
感
が
あ
っ
て
、
日
中
も
眠
気

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
足
り
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
で
す
。

　

睡
眠
不
足
を
補
う
た
め
に
、
休
み
の
日
に

朝
遅
い
時
間
ま
で
寝
る
人
も
多
い
で
す
よ

ね
。し
か
し
、
そ
れ
で
は
夜
眠
れ
な
く
な
り
、

月
曜
日
の
朝
の
目
覚
め
の
悪
さ
に
つ
な
が
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
お
す
す
め
で
き
ま
せ

ん
。寝
だ
め
で
は
な
く
、午
後
の
早
い
時
間
に

30
分
以
内
の
短
い
昼
寝
が
効
果
的
で
す
。

▼ 

眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、
起

き
る
時
間
は
遅
ら
せ
な
い

　

眠
く
な
い
の
に
無
理
に
寝
よ
う
と
す
る
と

か
え
っ
て
目
が
覚
め
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

眠
く
な
っ
て
か
ら
布
団
に
入
る
よ
う
に
す
る

と
良
い
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、起
き
る
時
間
は

遅
ら
せ
な
い
こ
と
で
、
寝
る
時
間
は
整
っ
て

い
き
ま
す
。ま
た
、起
き
た
ら
太
陽
の
光
を
浴

び
て
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
中
の
過
ご
し
方
に
も
気
を
配
る　

寝
る
前
は
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス

　

朝
食
を
含
め
、
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ

と
や
、散
歩
な
ど
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

胃
腸
が
動
い
て
い
る
と
眠
れ
な
い
の
で
、

夕
食
は
寝
る
３
〜
４
時
間
前
ま
で
に
と
り
ま

し
ょ
う
。ま
た
、寝
る
前
の
コ
ー
ヒ
ー
、紅
茶
、

緑
茶
な
ど
、
カ
フ
ェ
イ
ン
が
含
ま
れ
る
飲
み

物
も
、
覚
せ
い

作
用
に
よ
り

眠
気
が
覚
め

て
し
ま
っ
た

り
、
利
尿
作
用

に
よ
り
夜
中

の
ト
イ
レ
な

ど
で
目
が
覚
め
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
し
て
も
効
果
が
出
な

く
、
日
中
の
活
動
に
影
響
が
あ
る
と
い
う
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

※ 
厚
生
労
働
省
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
睡

眠
指
針
２
０
１
４
」参
照

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課

　

健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５

　
（
課
直
通
）ま
で
。

今月の保健師

前 川  朋 子 さん

メンタルヘルス講演会のお知らせ

▼日時／11月19日㈫　18時～19時

▼場所／ＪＡ摩周湖３階

 ▼講演／ 「ストレス対処の基礎」

▼講師／ 市立釧路総合病院　

　　　　公認心理師・臨床心理士　後藤　薫 氏

▼入場料／無料　 ▼申し込み／不要 

※託児もありますので、希望される方は、事前にご連絡ください。

❏ 問い合わせ先／役場健康こども課健康推進☎４８２‐２９３５

まで。

　

秋
が
す
っ
か
り
深
ま
り
ま
し
た
。皆
さ

ん
、お
元
気
で
す
か
？

　

訪
問
し
た
先
で
よ
く
出
て
い
た
話
題
が

認
知
症
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
自
身
も
認
知
症
に
な
り
た
く
な
い
、

な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
、
ふ
と
し
た
瞬

間
に
不
安
に
な
り
ま
す
。で
す
が
、
先
日
の

三
好
春
樹
さ
ん
の
講
演
で
「
認
知
症
は
老

い
の
苦
痛
を
和
ら
げ
る
と
て
も
人
間
的
な

状
況
」と
い
う
お
話
を
聞
い
て
、
ほ
ん
の
少

し
私
の
意
識
が
変
わ
り
ま
し
た
。こ
の
分

野
の
研
究
や
技
術
は
日
々
進
ん
で
い
ま

す
。新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は

不
安
を
解
消
す
る
手
立
て
の
一
つ
で
す

ね
。意
外
に
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
は

ひ
と
昔
前
の
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。弟

子
屈
町
で
も
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
へ
参
加
を
お

す
す
め
し
ま
す
。詳
し
く
は
本
紙
26
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
認
知
症
が
老
い
の
苦

痛
を
和
ら
げ
る
、
と
い
う
の
は
思
い
も
し

な
い
発
想
で
し
た
。皆
さ
ん
は
こ
れ
を
聞

い
て
ど
う
お
感
じ
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　

地
域
支
え
あ
い
推
進
員　

藤
原
直
美

　
　
　

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

❏ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地
域
包

括
支
援
係
☎
４
８
２
‐
２
９
２
１（
課
直

通
）ま
で
。

宮
みや

﨑
ざき

　海
かい

斗
と

 ちゃん

こちらのQRコード
を読み取るとすぐに
ご覧いただけます。

昨
年
も
多
く
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
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介護保険特別会計 第93号

町議会だより

第３回定例会第３回定例会
　９月３日招集の第３回定例会は、４日までの２日間の会期で行われた。
　町からの提出議案として、町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制
定についての単行議案１件、令和元年度各会計補正予算２件、人事案件１件、報告３件を
審議し、それぞれ承認、可決した。また、議会から提出された意見書案２件を可決し、平成
30年度各会計決算認定７件を決算審査特別委員会に付託し、閉会中の継続審査とした。一
般質問については、４人から９問が行われ、町への提案を含む活発な議論が行われた。

審
議
の
あ
ら
ま
し

条
例
の
一
部
改
正

条
例
の
一
部
改
正

◎ 

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
49
号
）

　

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
町

税
条
例
に
お
け
る
条
項
を
整
備
す
る
と
共

に
、
本
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て

は
、当
分
の
間
、北
海
道
が
行
う
こ
と
と
さ

れ
、
北
海
道
が
収
入
月
の
翌
々
月
の
末
日

ま
で
に
該
当
す
る
市
町
村
に
徴
収
金
を
払

い
込
む
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
。ま
た
、全
道

一
律
の
取
り
扱
い
を
行
う
た
め
に「
非
課

税
の
特
例
」を
北
海
道
と
同
様
と
な
る
よ

う
、町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、即
時
、

予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
、本
会
議
に
報
告
の
後
、可
決
さ

れ
た
。

※ 

補
正
予
算
の
額
は
７
ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
。

報　

告　

事　

項

報　

告　

事　

項

◎ 

弟
子
屈
町
国
民
保
護
計
画
の
一
部
変
更

に
つ
い
て　
　
　
　
　
（
報
告
第
６
号
）

　

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
よ
り
、
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
北
海
道

知
事
と
の
協
議
を
令
和
元
年
７
月
に
完
了

し
、
同
法
に
定
め
る
議
会
へ
の
報
告
を
行

う
も
の
。主
な
変
更
点
は
、従
来
の
計
画
を

国
の
指
針
お
よ
び
北
海
道
の
計
画
の
構

成
、表
現
方
法
に
合
わ
せ
た
も
の
で
、情
報

伝
達
や
職
員
の
非
常
招
集
体
制
、
更
に
避

難
実
施
要
領
な
ど
を
変
更
。今
後
、町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
予
定
。

◎ 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
に
つ
い
て　
　
　
（
報
告
第
７
号
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
健
全
化
判
断
比

率
の
指
標
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見

を
付
し
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

平
成
30
年
度
の
状
況
は
「
実
質
公
債
費

比
率
」が
14
・
０
％
、「
将
来
負
担
比
率
」が

１
３
８
・
６
％
で「
実
質
赤
字
比
率
」と「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」は
、赤
字
で
な
か
っ
た

た
め
数
値
な
し
と
な
り
、
４
指
標
全
て
で

国
が
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
。

◎ 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
係
る
資
金
不
足
比
率
の
報

　　　　　　区　分

  会　計　名
補正前 補正額 補正後

一般会計 79億2,927万円 1億2,038万2,000円 80億4,965万2,000円

９億192万8,000円 2,591万1,000円 ９億2,783万9,000円

合　計 88億3,119万8,000円 1億4,629万3,000円 89億7,749万1,000円

令和元年度弟子屈町各会計補正予算

人　

事　

案　

件

人　

事　

案　

件

◎ 

弟
子
屈
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
52
号
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
提
案
さ
れ
同
意
。

▽
氏
名
／
菅
原　

誓
之

▽ 

住
所
／
弟
子
屈
町
中
央
１
丁
目
９
番
８

号

◆わたしたちの町議会てしかが

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　三上 務
　　副委員長　武山 秀樹
　　委　　員　德永 則行　岩﨑 義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp

補　

正　

予　

算

補　

正　

予　

算

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
50
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
２
千

38
万
２
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
80
億
４
千

９
６
５
万
２
千
円
と
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
町
有
住
宅
８
棟
の
除

却
工
事
費
１
千
３
２
０
万
円
、
プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
に
係
る
事
業
費
４
千
万

円
、
畑
作
構
造
転
換
事
業
補
助
金
５
千

５
５
６
万
１
千
円
な
ど
を
計
上
。

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
51
号
）

　

地
域
支
援
事
業
費
や
介
護
保
険
給
付
費

の
増
減
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２
千
５
９
１
万
１
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
９
億
２
千
７
８
３
万

９
千
円
と
し
た
。

告
に
つ
い
て　
　
　
　
（
報
告
第
８
号
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

報
告
す
る
も
の
。

　

資
金
不
足
比
率
は
、
流
動
負
債（
歳
出
）

か
ら
流
動
資
産（
歳
入
）を
引
い
て
、
事
業

規
模
で
割
っ
た
も
の
。水
道
会
計
は
マ
イ

ナ
ス
１
０
８
・
２
％
、下
水
道
会
計
は
マ
イ

ナ
ス
０
・
２
％
で
い
ず
れ
も
経
営
健
全
化

基
準
の
20
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
資
金
不

足
を
生
じ
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

町政・議会はあなたのために…

傍聴手続きは議場入り口の受付簿に

氏名を記載するだけです

～お気軽にお越しください～

次回の『令和元年第４回弟子屈町議会定例会』は、12月上旬開催の予定です
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令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑

消
費
増
税
に
伴
い
、各
事
業
者
の
軽

減
税
率
対
応
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

商
工
会
主
催
の
税
務
相
談
会
の
集

ま
り
も
悪
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

者
の
軽
減
税
率
対
応
レ
ジ
導
入
業
者
か
ら

の
指
導
を
受
け
て
対
応
し
て
い
る
よ
う

だ
。導
入
実
績
な
ど
は
、商
工
会
共
々
現
在

の
と
こ
ろ
把
握
は
し
て
い
な
い
。

問

公
営
住
宅
除
却
に
つ
い
て

答

本
町
の
借
入
残
高
が
１
４
１
億
円

に
の
ぼ
る
事
が
報
道
さ
れ
町
民
の

関
心
時
に
な
っ
て
い
る
が
返
済
の
見
通
し

に
つ
い
て
改
め
て
説
明
を
求
め
る
。

こ
れ
ま
で
、
計
画
的
に
資
金
調
達

や
返
済
計
画
を
建
て
て
事
業
を

行
っ
て
き
た
。そ
れ
ら
の
事
業
も
全
部
で

は
な
い
が
、
補
助
金
交
付
の
対
象
と
な
る

こ
と
で
、
補
助
率
が
50
％
で
残
り
50
％
も

過
疎
債
が
適
用
に
な
る
よ
う
に
国
・
道
な

ど
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
進
め
て
き
た
。

そ
の
結
果
起
債
の
70
％
が
交
付
税
算
入
と

な
る
こ
と
に
よ
り
全
体
の
15
％
ぐ
ら
い
が

本
町
の
実
質
負
担
額
で
、報
道
は
、交
付
税

算
入
前
の
金
額
に
な
る
の
で
、
間
違
い
で

は
な
い
が
実
質
負
担
額
は
更
に
圧
縮
さ
れ

た
額
と
な
る
。

問

各
事
業
者
の
消
費
税
対
応
の

状
況
に
つ
い
て

負
債
償
還
の
見
通
し
に
つ
い

て

災
害
時
に
お
け
る
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
対
応
に
つ
い
て

外
国
人
観
光
客
の
誘
致
を
行
っ
て

い
る
が
、
昨
年
の
よ
う
な
災
害
時

に
対
す
る
対
応
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

通
訳
で
き
る
職
員
を
配
置
す
る
事

も
ま
ま
な
ら
ず
、
自
動
翻
訳
機
な

ど
の
整
備
を
災
害
備
蓄
品
整
備
の
中
で
可

能
で
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

問

◆わたしたちの町議会てしかが

意　

見　

書

意　

見　

書

◎ 

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て　
（
意
見
書
案
第
１
号
）

【
趣
旨
】

　

高
齢
者
の
生
活
を
支
え
る
介
護
現
場
で

は
深
刻
な
人
手
不
足
が
進
ん
で
お
り
、
必

要
な
の
に
介
護
支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
等

の
事
象
が
増
え
、「
介
護
崩
壊
」と
い
う
言

葉
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
22
日
、全
国
労
働
組
合
総
連
合（
全

労
連
）が
発
表
し
た「
介
護
労
働
実
態
調
査

報
告
」で
は
、介
護
現
場
に
勤
務
す
る
労
働

者
の
う
ち
20
代
の
若
者
の
比
率
は「
施
設

10
・
９
％
」「
訪
問
１
・
０
％
」登
録
ヘ
ル
パ

ー
の
平
均
年
齢
は
58
・
７
歳
と
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。施
設
系
事
業
で
は「
１
人

夜
勤
」「
16
時
間
労
働
」な
ど
過
酷
な
勤
務

に
よ
り
消
耗
し
、
訪
問
系
の
介
護
労
働
者

は
非
正
規
雇
用
が
圧
倒
的
に
多
く
、
利
用

状
況
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
不
安
定
な
収

入
が
原
因
で「
若
い
人
か
ら
辞
め
て
い
く
」

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。調
査
回
答
で
は
、

多
く
の
労
働
者
が
介
護
に
や
り
が
い
を
感

じ「
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
賃
金
は

全
産
業
平
均
よ
り
８
万
円
も
低
く
「
生
活

維
持
が
困
難
」、「
職
場
や
利
用
者
か
ら
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
な

い
」な
ど
の
現
実
か
ら「
賃
金
が
安
く
、
仕

事
が
辛
過
ぎ
る
の
で
辞
め
た
い
」と
考
え

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
民
世
論
や
運
動
に
よ
っ
て
介
護
現
場

へ
の
関
心
が
高
ま
る
な
か
処
遇
改
善
は

徐
々
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
２
０
１
９
年

10
月
よ
り
実
施
予
定
の「
介
護
職
員
特
定

処
遇
改
善
加
算
」で
は
、現
場
経
験
10
年
以

上
の
職
員
に
限
っ
た
制
度
で
あ
り
、
数
が

限
定
さ
れ
る
う
え
、
若
年
層
の
介
護
労
働

者
確
保
に
は
つ
な
が
り
に
く
く
、
人
手
不

足
の
解
消
に
は
直
結
し
ま
せ
ん
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

人
材
確
保
の
た
め
介
護
職
員
の
処
遇
改
善

を
行
う
に
は
、
採
用
時
か
ら
一
定
の
水
準

が
確
保
で
き
る
介
護
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
が
必
要
で
す
。

　

以
上
の
趣
旨
か
ら
、

左
記
事
項
に
つ
い
て
要

望
し
ま
す
。

① 

介
護
従
事
者
の
賃
金

に
つ
い
て
、
若
年
層

か
ら
の
底
上
げ
と
全

体
的
な
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
。

② 

介
護
報
酬
の
改
善
は
、
利
用
料
負
担
を

増
や
さ
ず
国
費
で
賄
う
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

【
提
出
先
】

　

 

内
閣
総
理
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣　

財

務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

総
務
大
臣

消
費
税
増
税
支
援
に
つ
い
て

消
費
税
増
税
に
伴
っ
て
低
所
得
者

支
援
と
し
て
年
金
の
上
乗
せ
支
給

が
行
わ
れ
る
が
町
の
対
応
は
。

年
金
機
構
が
対
象
者
へ
の
文
書

の
発
送
・
周
知
な
ど
す
べ
て
行

う
。町
の
業
務
は
、
申
請
の
受
付
の
代
行

と
、資
格
の
確
認
の
み
を
行
う
。

問答

公
営
住
宅
の
除
却
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、今
後
と
も
行
っ
て
い
く
の
か
。

国
の
政
策
に
合
わ
せ
て
行
っ
て
い

く
。

問答

◎ 

新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
に
関
す
る

意
見
書
に
つ
い
て（
意
見
書
案
第
２
号
）

【
趣
旨
】

　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
は
、
昭
和
45
年
に

「
過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
」制
定
以

来
、
４
次
に
わ
た
る
地
区
別
措
置
法
の
制

定
に
よ
り
、
総
合
的
な
過
疎
対
策
事
業
が

実
施
さ
れ
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
生
活
環

境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
な
ど
一
定
の
成

果
を
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
多
く
の

集
落
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
、ま
た
、森
林

管
理
の
放
置
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
や
度
重

な
る
豪
雨
・
地
震
な
ど
の
発
生
に
よ
る
林

地
崩
壊
、河
川
の
氾
濫
な
ど
、極
め
て
深
刻

な
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
は
、
我
が
国
の
国
土
の
過
半

を
占
め
、豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
を
有

す
る
ふ
る
さ
と
の
地
域
で
あ
り
、
都
市
に

対
す
る
食
料
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
、

国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、い
や
し
の
場
の

提
供
、災
害
の
防
止
、森
林
に
よ
る
地
球
温

暖
化
の
防
止
な
ど
に
多
大
な
貢
献
を
し
て

い
る
。

　

過
疎
地
域
が
果
た
し
て
い
る
こ
の
よ
う

な
多
面
的
・
公
益
的
機
能
は
国
民
共
有
の

財
産
で
あ
り
、
そ
れ
は
過
疎
地
域
の
住
民

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。

　

現
行
の「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
法
」は
令
和
３
年
３
月
末
を
も
っ
て
失

効
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
過
疎
地
域
が
果

た
し
て
い
る
多
面
的
・
公
益
的
機
能
を
今

後
も
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
引
き
続

き
、
過
疎
地
域
に
対
し
て
総
合
的
か
つ
積

極
的
な
支
援
を
充
実
・
強
化
し
、住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
て
い
く
政
策
を
確
立
・
推
進

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

過
疎
地
域
が
、
そ
こ
に
住
み
続
け
る
住

民
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
と
し
て
健
全
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
は
、

同
時
に
、
都
市
を
も
含
め
た
国
民
全
体
の

安
心
・
安

全
な
生
活

に
寄
与
す

る
も
の
で

あ
る
こ
と

か
ら
、
引

き
続
き
総

合
的
な
過

疎
対
策
を

充
実
強
化

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

を
強
く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

【
提
出
先
】

　

 

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大

臣　

農
林
水
産
大
臣　

国
土
交
通
大
臣

町
内
の
生
活
保
護
世
帯
数
と
人

数
、
及
び
財
政
負
担
と
財
政
支
援

の
内
訳
に
つ
い
て
伺
う
。

１
６
０
世
帯
、１
９
８
人
が
該
当
し

て
い
る
。扶
助
費
に
つ
い
て
の
町
負

担
は
な
い
が
、町
で
負
担
す
る
事
務
費
や
人

件
費
に
つ
い
て
は
普
通
交
付
税
の
な
か
で

一
部
措
置
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

問緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

答 生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
購
入
個
数

に
対
し
不
足
は
な
い
の
か
。

現
在
、
１
２
０
台
ほ
ど
設
置
を
し
、

平
成
30
年
度
か
ら
は
10
台
ず
つ

リ
ー
ス
で
増
設
し
て
い
る
が
、
充
足
し
て
い

る
と
は
言
え
ず
、来
年
度
に
向
け
検
討
す
る
。

問答

就
労
支
援
な
ど
に
つ
い
て

町
内
に
は
、
障
害
者
支
援
施
設
が

多
数
あ
る
が
担
当
課
で
ど
の
程
度

把
握
し
て
い
る
の
か
。就
労
支
援
施
設
に

Ａ
と
Ｂ
と
２
タ
イ
プ
の
施
設
が
あ
り
、
今

ま
で
Ａ
就
労
の
所
が
Ｂ
就
労
施
設
に
変
更

に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
が
担
当
課
で
把

握
し
て
い
る
の
か
。

現
在
町
内
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、短
期
入
所
ま
た
、計
画
相
談
支

援
な
ど
22
事
業
所
が
あ
り
、以
前
は
、Ａ
就

労
型
が
あ
っ
た
が
現
在
は
な
い
。

問答

発
達
支
援
に
つ
い
て

学
校
で
の
特
別
支
援
学
級
、
町
の

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
町
内
の
事

業
所
な
ど
と
連
携
は
で
き
て
い
る
の
か
。

特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し
て
い
る

児
童
生
徒
は
約
１
割
程
度
お
り
、

関
係
機
関
と
の
連
携
は
、
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
年
２
回
程
度
行
い
、

そ
の
他
に
も
、臨
床
心
理
士
や
言
語
聴
覚
士

を
招
い
て
、対
象
児
と
面
談
を
し
て
も
ら
い

そ
の
子
の
度
合
い
を
判
断
し
て
も
ら
う
事

業
も
行
っ
て
お
り
、今
後
も
関
係
機
関
と
連

絡
を
密
に
し
な
が
ら
継
続
し
て
い
く
。

問答

答

答
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「
財
政
健
全
化
法
」の
指
標
で
あ
る

「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
「
将
来
負

担
比
率
」に
つ
い
て
、本
町
で
は
い
ず
れ
も

借
金
返
済
の
比
率
が
か
な
り
高
い
が
、
今

後
の
町
財
政
の
健
全
化
の
見
通
し
や
町
の

貯
金
で
あ
る
財
政
調
整
基
金
を
ど
の
程
度

積
み
立
て
て
い
く
の
か
。ま
た
現
在
議
論

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
中
心
市
街
地
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
予
算
措
置

を
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
関
す
る
法
律
、
い
わ
ゆ

る
財
政
健
全
化
法
は
平
成

21
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、

早
期
健
全
化
な
ど
の
指
標

を
設
け
各
自
治
体
の
財
政

の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す

る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

本
町
の
財
政
健
全
化
に
つ

い
て
は
町
の
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
「
標
準
財
政

規
模
」に
占
め
る
元
利
償
還

金
額
の
割
合
を
示
す「
実
質

公
債
費
比
率
」で
は
、
令
和

４
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し
て

ゆ
る
や
か
に
改
善
す
る
見

問　

 

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
と
水
洗
ト
イ
レ
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

 

答　

関
係
部
署
の
連
携
強
化
と
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
対
処
す
る

弟
子
屈
町
は
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
る
公
共
下
水
道
整
備
事
業

を
弟
子
屈
本
町
周
辺
の
下
水
道
整
備
工
事

を
も
っ
て
終
結
し
た
。美
留
和
地
区
、国
立

公
園
内
に
位
置
す
る
川
湯
駅
前
地
区
、
川

湯
温
泉
地
区
が
下
水
道
整
備
事
業
か
ら
除

外
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
が
、
人
口

減
少
や
案
件
地
域
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

踏
ま
え
合
併
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
変

更
し
た
こ
と
は
現
状
に
沿
う
結
果
と
考
え

る
。国
立
公
園
内
の
生
活
排
水
処
理
や
水

洗
ト
イ
レ
の
設
置
は
町
民
生
活
向
上
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
り
、
今
日
に
お
い
て
は

国
立
公
園
の
保
護
保
全
な
ど
社
会
通
念
上

あ
た
り
ま
え
の
時
代
で
あ
る
。弟
子
屈
町

は「
環
境
基
本
条
例
」を
制
定
し「
環
境
基

本
計
画
」の
も
と
環
境
に
対
す
る
責
務
と

役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
生
活

問

排
水
が
自
然
保
護
や
保
全
の
妨
げ
で
あ
る

と
認
識
し
、
下
水
処
理
で
環
境
へ
の
負
荷

低
減
に
努
め
る
と
あ
る
。町
は
責
任
と
責

務
の
下
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及
促
進
が
急

務
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

浄
化
槽
の
設
置
が
放
流
管
と
下
水

管
の
距
離
や
地
下
水
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
な
ど
設
置
希
望
住
民
の
負
担
に
大
き

な
差
が
生
じ
て
い
る
。関
係
部
署
の
連
携

強
化
と
専
門
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
差
が
生

じ
な
い
よ
う
努
め
る
。小
規
模
地
域
の
公

営
住
宅
の
水
洗
化
は
、
建
て
替
え
を
先
行

す
る
か
現
状
の
公
住
に
集
中
合
併
槽
の
設

置
を
検
討
し
排
水
処
理
、
水
洗
化
を
普
及

促
進
す
る
。

答

◆わたしたちの町議会てしかが

現
在「
地
方
創
生
」に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
が
進
行
中
で
あ
る

が
、
そ
の
効
果
は
濃
淡
は
あ
る
も
の
の
想

定
し
た
よ
り
も
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。そ
の
原
因
と
し
て
２
つ
の
観
点

か
ら
伺
い
た
い
。①
近
年
、事
業
や
施
策
を

含
む
政
策
が
多
す
ぎ
、
現
場
で
の
負
担
感

が
重
い
の
で
は
な
い
か
。②
職
場
で
の
適

材
適
所
の
人
事
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長
答
弁

本
町
で
は「
弟
子
屈
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
戦
略
」を
平
成
27
年
に
策
定

し
、ま
た
す
で
に
第
５
次
総
合
計
画（
平
成

24
〜
令
和
３
年
）も
現
在
進
行
中
で
あ
り
、

地
域
資
源
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

受
け
入
れ
整
備
、温
泉
地
熱
の
活
用
事
業
、

妊
娠
・
出
産
支
援
、放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
や
保
育
料
の
２
分
の
１
補
助
な
ど
を

問

実
現
し
て

い
る
。

　

①
に
つ

い
て
は
、

職
員
の
業

務
と
し
て

５
５
０
以

上
の
事
務

事
業
の
ほ
か
現
場
や
住
民
対
応
の
業
務
な

ど
も
あ
る
が
、事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
や
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
配
慮

し
て
い
く
。ま
た
現
在
、中
心
市
街
地
構
想

の
策
定
や
事
業
化
等
重
要
か
つ
緊
急
を
要

す
る
案
件
な
ど
に
つ
い
て
は
柔
軟
か
つ
効

果
的
に
進
め
て
い
く
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
常
に
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
を
念
頭
に
適

材
適
所
の
人
事
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
職

員
研
修
な
ど
を
通
し
て
人
材
育
成
を
図
っ

て
い
る
。

答 問　

「
地
方
創
生
」は
進
ん
で
い
る
か

 

答　

効
率
的
な
行
政
活
動
を
進
め
て
い
く

問　

町
財
政
に
つ
い
て

 

答　

令
和
４
年
度
以
降
ゆ
る
や
か
に
改
善

問

込
み
で
あ
り
、
一
般
会
計
等
の
負
担
見
込

額
な
ど
の
割
合
を
示
す「
将
来
負
担
比
率
」

に
つ
い
て
も
起
債
残
高
や
債
務
を
減
少
さ

せ
る
計
画
で
あ
る
た
め
、
数
値
は
改
善
し

て
い
く
見
込
み
で
あ
る
。

　

財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
は
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
行
政
改
革
を
進

め
な
が
ら
最
低
で
も
２
億
３
千
万
円
以
上

は
確
保
し
た
い
。

　

中
心
市
街
地
づ
く
り
構
想
へ
の
予
算
措

置
に
つ
い
て
は
、
施
設
整
備
な
ど
も
含
め

現
在
町
民
会
議
で
検
討
中
で
あ
り
、
予
算

と
し
て
は
０
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
。

答

一
般
質
問

武
山　

秀
樹　

議
員

一
般
質
問

三
上　
　

務　

議
員

一
般
質
問

本
町
に
は
多
く
の
介
護
な
ど
福

祉
施
設
が
あ
る
が
、
義
務
的
経
費

に
か
か
る
負
担
が
重
く
の
し
か
か
り
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
。特
に
川
湯
地
区
は
硫

黄
泉
の
た
め
、
機
械
設
備
な
ど
の
老
朽
化

が
著
し
く
施
設
維
持
の
弊
害
と
な
っ
て
い

る
。消
防
用
設
備
な
ど
の
必
要
不
可
欠
な

器
機
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

町
長
答
弁

本
町
の
介
護
施
設
は
20
以
上
の

事
業
所
が
あ
り
、
施
設
数
も
十
数
カ
所
に

上
る
。各
介
護
施
設
に
お
け
る
消
防
用
設

備
な
ど
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
施

行
令
で
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
25
年

の
認
知
症
高
齢
者
施
設
で
の
火
災
を
契
機

に
追
加
基
準
が
設
け
ら
れ
、
平
成
27
年
４

月
１
日
以
降
、
新
た
な
基
準
に
よ
り
運
用

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、消
防
設
備
な
ど
の
点

検
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
定
期

的
に
点
検
し
報
告
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

問

る
。

　

質
問
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
設
置
者
の

瑕か

疵し

に
よ
ら
な
い
事
由
に
よ
る
機
器
の
劣

化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
施
設
の
特
殊
性
を

鑑
み
た
場
合
、
町
と
し
て
も
何
ら
か
の
対

応
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。介
護
施
設
は
従
業
員
も
少
な
く
、夜
間

は
少
数
で
の
勤
務
と
な
る
場
面
も
あ
り
、

介
護
施
設
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
町
民
に
と
っ
て
も
、安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
に
結
び
付
く
も
の
で
あ
る
と
考
え

る
。今
後
、現

状
の
把
握
に

努
め
、
消
防

設
備
等
の
修

繕
や
機
器
交

換
に
対
す
る

支
援
策
に
つ

い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た

い
。

答 問　

 

介
護
福
祉
施
設
に
お
け
る
消
防
用
設
備
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て

 

答　

現
状
の
把
握
に
努
め
、支
援
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

德 

永　

則 

行　

議
員

一
般
質
問
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問　

 

図
書
館
と
更
科
源
藏
資
料
館
の
改
革
に
つ
い
て

 

答　

種
市
佐
改
氏
の
資
料
を
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
転
展
示
へ

過
去
３
カ
年
の
一
般
図
書
資
料
、

児
童
図
書
資
料
の
購
入
額
お
よ
び

図
書
館
の
移
転
先
と
し
て
、
旧
営
林
署
跡

地
が
最
適
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

更
科
源
藏
資
料
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
て
、「
て
し
か
が
の
蔵
」に
収
蔵
し

て
い
る
中
か
ら
関
連
性
の
高
い
資
料
を
移

転
し
て
は
ど
う
か
。現
在
の
図
書
館
は
Ｎ

Ｔ
Ｔ
か
ら
借
り
て
運
営
し
て
い
る
が
、
現

状
把
握
と
今
後
の
改
善
方
法
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長
答
弁

一
般
図
書
資
料
お
よ
び
児
童
図
書

資
料
の
購
入
額
は
、
28
年
度
と
30
年
度
の

比
較
で
は
46
万
円
の
減
額
。現
在
の
図
書

館
は
、
日
本
図
書
館
協
会
が
定
め
る
最
低

基
準
面
積
で
あ
る
８
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル

の
半
分
程
度
の
面
積
し
か
な
く
、
蔵
書
数

に
も
限
界
が
あ
る
。図
書
館
の
移
転
先
に

つ
い
て
は
、
中
心
市
街
地
再
構
築
全
体
構

問

想
町
民
会
議
の
中
で
も
営
林
署
跡
地
へ
の

移
転
を
含
め
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え

る
。施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、男
子
ト
イ
レ

の
小
便
器
３
基
す
べ
て
が
床
面
か
ら
離
れ

て
い
る
壁
掛
け
タ
イ
プ
で
、
低
学
年
の
児

童
や
幼
児
が
利
用
で
き
な
い
の
で
、
１
基

を
床
置
き
タ
イ
プ
に
で
き
な
い
か
検
討
す

る
。障
が
い
者
の
方
な
ど
の
た
め
の「
優
先

駐
車
場
」
の
整
備
や
図
書
館
の
施
設
名
の

わ
か
り
や
す
い
標
示
に
つ
い
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と

協
議
す
る
。「
て
し
か
が
の
蔵
」
に
収
蔵
さ

れ
て
い
る
、

種
市
佐
改

氏
の
資
料

を
文
化
セ

ン
タ
ー
に

移
転
す
る

の
も
選
択

の
一
つ
で

あ
る
。

答
◆わたしたちの町議会てしかが

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

町
民
農
園
は
、
一
般
町
民
向
け
に

野
菜
関
係
の
栽
培
地
と
し
て
貸

し
出
し
て
い
る
ほ
か
、
町
の
ブ
ド
ウ
圃ほ

場

も
併
設
さ
れ
て
い
る
。ブ
ド
ウ
圃
場
は
、

町
内
各
地
域
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き

３
千
２
４
０
本
を
管
理
委
託
業
務
方
式
で

実
施
し
て
お
り
、作
業
内
容
は
草
刈
り
、芽

か
き
、
剪せ
ん

定
、
除
草
剤
散
布
で
あ
る
。作
業

員
の
方
や
一
般
町
民
向
け
の
簡
易
ト
イ

レ
や
休
憩
場
所
、
機
械
や
道
具
の

保
管
場
所
が
不
足
し
て
い
る
と
思

う
し
、
効
率
的
な
草
刈
り
に
必
要

な
乗
車
式
草
刈
機
の
購
入
を
求
め

る
。

　

ま
た
、
各
課
に
お
い
て
そ
れ
ぞ

れ
現
場
の
草
刈
を
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全

衛
生
教
育
の
修
了
状
況
と
配
置
台

数
の
内
訳
を
伺
う
。

副
町
長
答
弁

町
内
の
ブ
ド
ウ
圃
場
に
つ

い
て
は
、
町
民
農
園
、
川
湯
、
屈
斜

路
地
区
な
ど
の
３
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。平
成

30
年
度
か
ら
弟
子
屈
町
ブ
ド
ウ
・

ブ
ド
ウ
酒
研
究
会
よ
り
、
元
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
方
に
業
務
委
託

問

し
実
施
し
て
い
る
。ト
ラ
ク
タ
ー
型
草
刈

機
な
ど
の
保
管
場
所
と
し
て
物
置
な
ど
で

の
再
利
用
も
含
め
調
達
の
方
法
を
検
討
し

た
い
。

　

ブ
ド
ウ
栽
培
や
醸
造
に
関
す
る
担
当
課

の
研
修
は
、今
年
度
６
回
参
加
す
る
計
画
。

各
課
に
お
け
る
刈
払
機
取
扱
作
業
者
安
全

衛
生
教
育
修
了
者
は
４
人
で
、
次
年
度
に

向
け
計
画
的
な
受
講
に
つ
な
げ
る
。

答 問　

町
民
農
園
な
ど
の
施
設
管
理
な
ど
に
つ
い
て

 

答　

刈
払
機
取
扱
い
の
研
修
は
計
画
的
な
受
講
に
つ
な
げ
る

問　

公
住
・
町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

 

答　

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し
は
、北
海
道
と
協
議

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
障
が
い

を
理
由
と
す
る
差
別
解
消
推
進
法

が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
そ
の
対
象
範
囲

は
障
害
者
手
帳
所
持
者
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
の
中
に
あ
る「
バ
リ
ア
」に
よ
っ
て
日

常
生
活
に
制
限
を
受
け
て
い
る
方
が
す
べ

て
対
象
に
な
る
。

　

泉
１
丁
目
30
戸
の
公
住
は
、
法
律
成
立

以
前
の
建
物
で
あ
り
、
玄
関
の
入
り
口
が
階

段
式
に
な
っ
て
い
る
の
で
早
期
解
消
を
求
め

る
。加
え
て
、泉
団
地
３
階
建
て
は「
湿
気
」が

止
ま
ら
な
い
の
で
、根
本
的
対
策
を
伺
う
。

　

元
年
度
末
に
は
道
路
の
保
守
管
理
に
精

通
し
た
職
員
が
定
年
退
職
す
る
が
、
令
和

問

２
年
度
か
ら
は
道
路
保
守
管
理
で
あ
る
草

刈
・
除
雪
な
ど
に
つ
い
て
全
面
委
託
方
針

で
臨
む
の
か
伺
う
。

副
町
長
答
弁

平
成
21
年
以
前
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
公
営
住
宅
整
備
指
針
以
前
）に
建

築
さ
れ
た
公
住
の
入
居
な
ど
に
つ
い
て
は

支
障
が
な
い
よ
う
に
対
応
す
る
。泉
団
地
３

階
建
て
に
つ
い
て
は
、年
次
計
画
で
外
断
熱

や
サ
ッ
シ
の
高
断
熱
化
、給
排
水
管
の
改
修

な
ど
に
つ
い
て
、北
海
道
と
協
議
し
て
進
め

る
。町
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
直
営

と
委
託
の
併
用
方
式
で
行
う
。

答

問　

 

桜
ケ
丘
森
林
公
園
・
水
郷
公
園
な
ど
の
見
直
し
に
つ
い
て

 

答　

水
郷
公
園
全
体
の
表
示
板
を
整
備
す
る

桜
ケ
丘
森
林
公
園
は
開
設
し
て
か

ら
23
年
が
経
過
し
、
施
設
管
理
も

良
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。町
民
の
利
活

用
も
非
常
に
少
な
く
、
林
業
者
の
就
労
に

も
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
来
年
度
か
ら
休

止
の
取
扱
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　

水
郷
公
園
は
、
年
次
計
画
に
よ
る
改
修

工
事
が
進
行
中
で
あ
り
、
来
園
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
遊
具
の
設
置
や
ト
イ
レ
の
改

修
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。公
園
施
設
管
理

を
し
て
い
る
方
の
知
恵
と
創
意
工
夫
で
、

遊
具
の
再
利
用
や
動
力
船
を
活
用
し
て
の

水
中
浮
遊
物
処
理
に
よ
る
透
明
化
が
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
樹
木
等
が
水
面
に
映
る
環

境
に
も
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。道
の
駅

問

に
来
訪
さ
れ
る
お
客
様
が
「
な
ん
だ
ろ
う

橋
」を
通
っ
て
水
郷
公
園
ま
で
来
て
い
た

だ
く
方
策
と
し
て
、
特
製
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
作
成
し
て
、
待
ち
の
姿
勢
で
は

な
く
直
接
手
渡
す
行
動
を
取
る
な
ど
し
て

は
ど
う
か
伺
う
。

町
長
答
弁

桜
ケ
丘
森
林
公
園
は
林
間
遊
歩
道

を
除
き
、
休
止
や
売
却
も
含
め
て
検
討
す

る
。水
郷
公
園
の
全
体
を
紹
介
す
る
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
公
園
内
の
樹

木
表
示
や
順
路
表
示
に
つ
い
て
も
進
め

る
。 答

問　

川
湯
ば
や
し
支
援
に
つ
い
て

 

答　

多
額
の
経
費
が
発
生
し
た
時
は
財
政
支
援
す
る

「
川
湯
ば
や
し
」は
昭
和
46
年
11
月

に
設
立
さ
れ
、
50
周
年
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。地
域
伝
統
芸
能
の
保
存

や
継
承
を
目
的
に
幅
広
く
活
動
し
、
観
光

協
会
と
も
連
携
し
積
極
的
に
出
演
し
て
い

る
。イ
ベ
ン
ト
出
演
は
毎
年
15
回
程
度
を

こ
な
し
、
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
る
。町
や
観
光
協
会
か
ら
の
支
援
や
出

演
謝
礼
は
あ
る
が
、衣
装
購
入
費
・
備
品
購

入
費
・
事
務
局
経
費
・
補
助
対
象
外
の
行

問

事
参
加
費
の
負
担
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大

幅
な
補
助
金
の
増
額
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。

教
育
長
答
弁

本
町
の
文
化
や
教
育
、
産
業
の
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
「
川
湯
ば
や

し
」の
活
動
で
あ
る
の
で
、太
鼓
や
衣
装
の

更
新
時
な
ど
多
額
の
経
費
が
必
要
と
な
る

時
に
財
源
確
保
し
支
援
す
る
。

答

図書館の移転先や環境整備を検討する

特産品としてブドウ栽培をより安全に行うために（町民農園）

利用者にとってさらに魅力的な公園へ（水郷公園）

休止や売却を検討（桜ヶ丘森林公園）
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◆わたしたちの町議会てしかが◆わたしたちの町議会てしかが

議長会関係

　６月11～12日　 北海道町村議会議長会第70回定期総会および議長・局長研修会（札幌市）
　６月24～26日　北海道町村議会議長会議員研修会（札幌市）
　８月７日　　　釧路町村議会議長会８月定例会（標茶町）

委員会関係

　７月２日　　　議会広報編集特別委員会
　７月17日　　　議会広報編集特別委員会
　８月27日　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　７月２日　　　 令和元年第２回釧路公立大学事務組合議会臨時会
　　　　　　　　 令和元年第２回釧路広域連合議会臨時会
　８月26日　　　令和元年第２回釧路北部消防事務組合議会定例会
　８月28日　　　令和元年第２回川上郡衛生処理組合議会定例会

その他

　６月９～10日　札幌弟子屈会第61回総会（札幌市）
　６月10日　　　川湯温泉旅館組合設立総会
　６月18日　　　北方領土復帰期成同盟釧路地方支部通常総会（釧路市）
　６月19日　　　大嶽親方表敬訪問対応
　６月21日　　　新党大地「大地塾例会」
　６月29日　　　自由民主党北海道第七選挙区支部令和元年度定期大会（釧路市）
　７月６日　　　補給艦「ましゅう」安全祈願祭
　７月９日　　　元町議会議員福田博氏葬儀
　７月16日　　　 釧路地方総合開発促進期成会令和２年度開発予算等に関する地元要望会

（釧路市）
　７月17日　　　令和元年度弟子屈高校の教育を支える会総会
　７月18日　　　「レーククッシャロ鹿

か

隠
のん

」起工式
　７月21日　　　釧路駐屯地記念行事（釧路町）
　７月25日　　　令和元年度弟子屈町戦没者追悼式
　　　　　　　　厚岸町議会議員佐々木敬治氏葬儀（厚岸町）
　７月26日　　　弟子屈町公営塾開講式
　７月26～27日　 釧路地方総合開発促進期成会令和２年度開発予算に係る中央要望および

札幌・大くしろ会（札幌市）
　７月29～30日　 釧路地方総合開発促進期成会令和２年度開発予算に係る中央要望（札幌

市・東京都）
　８月２日　　　星空の街・あおぞらの街全国大会リハーサル
　８月３日　　　星空の街・あおぞらの街全国大会
　８月５日　　　大樹町議会総務・経済常任委員会合同行政視察受入対応
　　　　　　　　コニカミノルタ陸上競技部監督との交歓会
　８月11日　　　第２回屈斜路湖オープンウォータースイミング大会
　８月15日　　　第68回釧路戦没者追悼式並びに慰霊大祭（釧路市）
　８月20日　　　東京国際大学駅伝部監督との交歓会
　８月23日　　　姉妹都市（日置市）交流懇親会
　８月28日　　　JR釧網本線維持活性化沿線協議会
　９月２日　　　第70回北海道女性大会

15　広報てしかが 2019.11

令和元年度
第２回臨時会
（７月17日）

　第２回臨時議会が開催され、条例の制
定、損害賠償の額を定めること、工事請負
契約２件と財産の取得について、また、令
和元年度一般会計補正予算についての議
案をいずれも原案どおり可決し閉会した。

◎ 

指
名
競
争
入
札
に
付
し
た
次
の
工

事
に
つ
い
て
、
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の　

 　
　
（
議
案
第
45
・
46
号
）

【
議
案
第
45
号
】

▼ 

契
約
の
目
的
／
敷
島
団
地
公
営
住
宅

Ⅰ
棟
建
築
主
体
工
事

▼
工
事
の
場
所
／
川
湯
温
泉
５
丁
目

▼
契
約
の
金
額
／
６
千
９
１
９
万
円

▼ 

契
約
の
相
手
方
／
ホ
ク
セ
イ
・
熊
谷

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼ 

工
期
／
契
約
締
結
の
翌
日
か
ら
１
８

　

０
日
間

【
議
案
第
46
号
】

▼ 

契
約
の
目
的
／

別
団
地
公
営
住
宅

１
号
棟
建
築
主
体
工
事

▼ 

工
事
の
場
所
／
美
里
４
丁
目

▼
契
約
の
金
額
／
５
千
３
５
７
万
円

▼ 

契
約
の
相
手
方
／
近
藤
・
畑
中
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

▼ 

工
期
／
契
約
締
結
の
翌
日
か
ら
１
５

　

０
日
間

工
事
請
負
契
約

工
事
請
負
契
約

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

◎「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」、国
の
法
律
が

一
部
改
正
さ
れ
、
本
年
10
月
１
日
か
ら

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
実
施
が

決
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

（
議
案
第
43
号
）

損損  

害害  

賠賠  

償償

◎
「
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て
」、
道
の
駅
摩
周
湖
温
泉
敷
地

に
お
い
て
、
本
町
職
員
が
草
刈
り
作
業

中
の
飛
び
石
に
よ
り
駐
車
場
に
駐
車

財財  

産産  

のの  

取取  

得得

【
議
案
第
47
号
】

▼ 

財
産
名
／
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
外　

附
属
品
一
式

▼ 

数
量
／
①
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
51
台

②
付
属
品
一
式

▼ 

取
得
価
格
／
９
百
87
万
８
千
７
６
０

円
に
防
災
資
機
材
の
譲
渡
に
関
す
る

条
例（
平
成
13
年
北
海
道
市
町
村
備

荒
資
金
組
合
条
例
第
９
号
）第
５
条

第
１
項
に
定
め
る
利
子
を
加
え
た
額

▼ 

取
得
先
／
北
海
道
市
町
村
備
荒
資

金
組
合

※ 

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
の

防
災
資
機
材
譲
渡
事
業
に
よ
る
更

新
で
、
本
事
業
は
、
備
荒
資
金
組
合

が
購
入
し
、
そ
の
後
町
村
が
譲
渡
を

受
け
、
そ
の
代
金
と
利
息
を
５
年
間

で
支
払
う
も
の
。

補　

正　

予　

算

補　

正　

予　

算

◎
令
和
元
年
度
弟
子
屈
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

（
議
案
第
48
号
）

　

地
熱
発
電
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
の

決
定
に
よ
る
追
加
分
や
業
務
中
の
事
故

に
よ
る
損
害
賠
償
に
係
る
費
用
を
計
上

中
の
車
両
に
与
え
て
し
ま
っ
た
損
害

を
賠
償
す
る
も
の
。   （
議
案
第
44
号
）

弟子屈町

はじめました！

友だち募集中！

LINE アプリの「友だち追加」から、
IDまたはQRコードで検索してください。

♥

＠teshikaga

議
会
の
動
き（
６
月
６
日
〜
９
月
３
日
）



17　広報てしかが 2019.11 広報てしかが 2019.11　16

11月は虐待防止推進月間です
　町では、児童虐待の予防や早期発見、適切な保護および自立支援を図るため、弟子屈町要保護児童対策地域協
議会を設置しています。「児童虐待の防止等に関する法律」では「何人も、児童に対し、虐待をしてはならない（児
童虐待禁止）」と定められています。虐待を受けたと思われる児童を発見した方は、役場健康こども課こども支
援係（要保護児童対策地域協議会対策調整機関）や児童相談所などの関係機関に通告することが義務付けられ
ています。なお、通告者のプライバシーは法律で保護されています。
　たかが、夫婦げんかと思っていませんか？　家庭内での配偶者間暴力（ＤＶ）は子どもへの「心理的虐待」にあ
たります！
◆児童虐待とは
　身体的虐待／殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど。
　性的虐待／子どもへの性的虐待、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。
　ネグレクト（育児放棄）／家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置するなど。
　心理的虐待／ 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で暴力を振るう、夫婦

げんかなど。
❏連絡・相談先／役場健康こども課こども支援係（要保護児童対策地域協議会対策調整機関）
　　　　　　　 ☎４８２－２９３５（課直通）または釧路児童相談所☎０１５４３７１７まで。

「弟子屈町公営塾開講記念」特別記念講演を開催
　弟子屈町公営塾の開講を記念し、特別講演を行います。

　当町出身の金井竜一朗さんをお招きし、金井さんが、小中学校時代に描いた夢を実現させるまでのプロセスや

夢に対する思いなどを講演します。また、夏期に開講した公営塾夏期講習の報告や今後の説明も行います。あわ

せて、町が行っている弟子屈高校への支援策についての説明も行います。貴重な機会となりますので、ぜひご来

場ください。

▼日時／11月16日㈯　15時～16時30分　

▼場所／町公民館講堂

▼内容

　 ▽弟子屈町公営塾夏期実績報告会・説明会

　 ▽  弟子屈町から弟子屈高校への支援策について

　 ▽  弟子屈町出身の金井竜一朗さんによる特別

講演

　 演題　「弟子屈から宇宙へ」～学びを通じ

た夢や希望の実現について～

▼申し込み・参加料／不要

▼主催／弟子屈町教育委員会　

▼共催／㈱Birth47　

地域の役に立ちたい 多田塗装工業が駐車場を整備

　㈱多田塗装工業（多田征人代表取締役）の皆さんが10月５日、役場駐車
場内の区画線の整備を専用の重機などで行いました。
　役場を利用する方が安全に使用できるようにとの思いから行われたも
ので、駐車場の線、身障者用駐車スペース、身障者マークの塗装を行いま
した。

釧路川の河川工事を行います
　釧路開発建設部 釧路河川事務所では、釧路川の弟子屈地区において洪水を安全に流下させるため、本年度は下
記２箇所で河川改修工事を実施します。近隣の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、ご協力をよろしくお願いし
ます。なお、ご不明な点やお気づきの点などがありましたら、下記までお問い合わせください。

問い合わせ先／釧路開発建設部釧路河川事務所河川課☎０１５４５５００

【工事内容】

①工事／ 栄橋上流付近での護岸工事

▼工事名／栄橋上流河道整備工事

▼工事期間／ 11月上旬～令和２年３月 12日

▼受注者／㈱本田組

▼工事延長／右岸Ｌ = 約 220 ｍ

　　　　　　左岸Ｌ = 約 70 ｍ

②工事／弟子屈橋下流付近での護岸工事

▼工事名／弟子屈橋下流河道整備工事

▼工事期間／ 11月上旬～令和２年３月 18日

▼受注者／東星渡部建設㈱

▼工事延長／右岸Ｌ = 約 120 ｍ

③工事／なんだろう橋下流付近での護岸工事

▼工事名／なんだろう橋下流河道整備工事
▼工事期間／ 11月上旬～令和２年３月６日

▼受注者／辻谷建設㈱

▼工事延長／右岸Ｌ = 約 110 ｍ

　　　　　　左岸Ｌ = 約 170 ｍ

問い合わせ先／弟子屈町教育委員会☎４８２‐２９４５

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

　 ▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　平成30年４月１日以降に運転免許証を自主返納された方
　　　町税などを滞納していない方
　　　弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※自主返納から１年以内に申請が必要です。

　 ▼交付されるもの
　　〇阿寒バス回数券　〇摩周ハイヤー乗車券　〇摩周湖スタンプ商品券
　　※この中から合計２万円分を交付します。

　 ▼申請方法
　　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　　本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証 など）
　　印鑑　申請による運転免許証の取消通知書
　　※ 申請後、２～３週間程度で、本人に通知しますので、通知書と本人確認できる書類を持って窓口で受け取

りとなります。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

弟子屈町運転免許証返納支援事業

運転免許証の
自主返納

金井　竜一朗さん

【プロフィール】

2000 年　美留和小学校卒業

2003 年　弟子屈中学校卒業

2006 年　釧路湖陵高校理数科卒業

2011 年　北海道大学工学部卒業

2013 年　 北海道大学大学院工学院

機械宇宙工学専攻修士課

程修了

2015 年　 インターステラテクノロ

ジズ入社

　現在は、開発部エンジニアとして、

ロケットの宇宙への打ち上げなどの

中心メンバーとして活躍中

上
流

下
流
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弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

冬の交通安全運動を実施

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
令和元年11月発行　第266号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

ジュニア防犯王争奪選手権大会を開催

交番だより　令和元年11月号

　弟子屈町と標茶町の児童が、軽スポーツや防犯に関する種目などを通じ交流する事業「第10回ジュニア防犯王争奪選

手権」が10月６日、標茶町農業者トレーニングセンターで開催されました。協力団体の皆さんが見守る中、22チーム61

人がジュニア防犯王を目指し熱戦を繰り広げました。大会結果は次のとおりです。（敬称略）

期日／11月20日㈬　　場所／町公民館

　 　 　 　 　 ▼優良講習　11時30分　 ▼一般講習　13時

　 　 　 　 　 ▼違反講習　９時　　　 ▼初回講習　14時30分
※講習は、警察署で運転免許更新の手続きを済ませた後に受講してください。

自動車
運転免許の
更新時講習

【冬の交通安全運動が実施されます】
◎実施期間　○11月11日㈪～20日㈬の10日間
◎運動重点　
　○ 高齢歩行者の保護

　○ スリップ事故の防止

　○飲酒運転の根絶

◎交通事故防止のポイント
　○ 歩行者の皆さんへ

　　外出するときは、明るい色の服を心がけ、反射材を身につけましょう。

　○ ドライバーの皆さんへ

　　急な降雪や路面凍結に対応できるよう早めに冬タイヤに履替えましょう。

　○飲酒運転の根絶

　　飲酒運転は悪質な犯罪です。

　　「飲酒運転をしない、させない、許さない」を合言葉に、飲酒運転をなくしましょう。

種目

総合

似顔絵
コンテスト

ソフト
ボウリング

スポーツ
吹き矢

大声
コンテスト

優勝

チーム名 名前 学校名 学年

ドーナツ

横山　結那

川湯

４

德永　　倖 ４

湯本　結月 ３

ジュニア剣道
少年団

妹尾　彩乃

標茶

４

佐々木祐弥 ４

大塚　萌瑠 ４

ドーナツ

横山　結那

川湯

４

德永　　倖 ４

湯本　結月 ３

にこにこ
イエロー

河上　侑士

弟子屈

２

原　　晃誠 ３

大野　新太 ３

ジュニア剣道
少年団

妹尾　彩乃

標茶

４

佐々木祐弥 ４

大塚　萌瑠 ４

準優勝

チーム名 名前 学校名 学年

田本　恭矢 ５

小坂　京雅 ５

番傷　悠友 ６

田本　恭矢 ５

小坂　京雅 ５

番傷　悠友 ６

妹尾　彩乃 ４

佐々木祐弥 ４

大塚　萌瑠 ４

高橋　莉緒 ３

高橋　百叶 ３

石川　結梨 ３

島津　慶久 ５

河上　花嘉 ４

山越　優哉 ２

第３位

チーム名 名前 学校名 学年

高橋　莉緒 ３

高橋　百叶 ３

石川　結梨 ３

番傷　もえ ３

松橋　瑞穂 ３

阿部　穂佳 ５

川人つばさ ５

神谷　桃菜 ５

番傷　もえ ３

松橋　瑞穂 ３

横山　結那 ４

德永　　倖 ４

湯本　結月 ３

オール
ブラックス

オール
ブラックス

ジュニア剣道
少年団

森ガールズ

ワッカヌプリ
☆彡

森ガールズ

パンダ

標小女子

パンダ

ドーナツ

川湯

川湯

標茶

標茶

弟子屈

標茶

川湯

標茶

川湯

川湯

川湯

　中学を卒業したば

かりのルーチョは、5

歳の時に失明した。周

りの目が気になり素

直になれない中、無口

な少女キアーラと出

会い、大切な何かに気

付いていく…。10代

から大人まで読んで

もらいたい少年少女

の成長物語です。

「
ド
ー
ナ
ツ
の
穴
だ
け
残
し
て
食
べ
る
方
法
」

大
阪
大
学
シ
ョ
セ
キ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
編

「
お
だ
や
か
に
生
き
る
た
め
の
人
生
相
談
」

美
輪　

明
宏
／
著

「 

発
達
障
害
の
私
が
夫
と
普
通
に
暮
ら
す
た

め
に
書
い
て
い
る
ノ
ー
ト
」

な
な
し
の
う
い
／
著

「
今
さ
ら
聞
け
な
い
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
の
使
い
方
」

小
出
悠
太
郎
／
著

「 

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
で
作
る
か
わ
い
い
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」平泉　

千
絵
・
堀
内　

さ
ゆ
り
／
著

「
政
治
介
入
さ
れ
る
テ
レ
ビ
」村

上　

勝
彦
／
著

「
落
花
狼
藉
」

朝
井
ま
か
て
／
著

「
こ
ど
も
六
法
」

山
崎
聡
一
郎
／
著

「
ハ
ヤ
ク
さ
ん
一
家
と
か
し
こ
い
ね
こ
」

マ
イ
ケ
ル
・
ロ
ー
ゼ
ン
／
作

「
水
の
絵
本
」長

田　

弘
／
作　

荒
井
良
二
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

ジュゼッペ・フェスタ／作

☆ 

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

ぬ
い
ぐ
る
み
お
と
ま
り
会
が
10
月
11

日
、
図
書
館
で
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
と

保
護
者
を
合
わ
せ
18
人
が
参
加
し
ま
し

た
。当
日
は
「
絵
本
の
会
お
は
な
し
は
ら
っ

ぱ
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
後
、
図
書
館
に

泊
ま
っ
た
ぬ
い
ぐ
る

み
た
ち
が
館
内
を
探

検
し
な
が
ら
絵
本
を

選
び
ま
し
た
。翌
日
、

ぬ
い
ぐ
る
み
を
迎
え

に
来
た
子
ど
も
た
ち

に
絵
本
を
貸
出
し
、

探
検
中
の
写
真
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

▽
今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈰（
文
化
の
日
）

　
・
４
日
㈪（
振
替
休
日
）・
11
日
㈪
・
18
日

㈪
・
22
日
㈮（
図
書
整
理
日
）・
23
日
㈯（
勤

労
感
謝
の
日
）・
25
日
㈪

『飛ぶための百歩』『飛ぶための百歩』

移動図書館（図書館バス）

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

おはなしはらっぱ
☆ 

特
集
展
示

　

『
原
作
本
特
集
２
０
１
９
』

　

２
０
１
９
年
に
公
開・放
送
さ
れ
た

映
画
・
ド
ラ
マ
の
原
作
本
を
特
集
し

ま
す
。

　

原
作
を
読
む
こ
と
で
、
作
品
の
新

た
な
面
白
さ
を
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

も
し
か
し
た
ら
映
画
や
ド
ラ
マ
と
は

違
っ
た
結
末
を
迎
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！

　

映
画
・
ド
ラ
マ
、そ
し
て
原
作
も
読

ん
で
、
作
品
を
２
倍
楽
し
み
ま
し
ょ

う
！

▼ 

期
間
／
11
月
１
日
㈮
〜
30
日
㈯

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆２日／『どろんこ　ももちゃん』
　　　　『こりすのおかあさん』『はしれ！かぼちゃ』
☆９日／『ももちゃん　ぎゅっ』
　　　　『おおきなおおきな木』
　　　　『かわにくまがおっこちた』
☆16日／『おめでとうのおふろやさん』
　　　　『くまのこうちょうせんせい』『はつゆき』
☆30日／『やまのおふろやさん』
　　　　  『つぎはわたしのばん』
　　　　『はじめてのゆきのひ』
　※23日は勤労感謝の日でお休みします

テーマ『そろそろ　ふゆだね』

時間／午後１時～　　場所／町図書館

☆お知らせ☆ボランティア
活動

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　

21
日
㈭
・
28
日
㈭

〇 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　

１
日
㈮
・
15
日
㈮

 

認定こども園ましゅう  9:00～10:00
停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯小学校 12:30～13:00
川湯支所 13:10～13:30
奥春別小学校 14:25～14:55
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

Ａコース  運行日／11月14日㈭・28日㈭
　　　　　　　　　12月12日㈭・26日㈭

　  Ｂコース　運行日／11月７日㈭・21日㈭
　　　　　　　　　　  12月５日㈭・19日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう  9:00～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05
川湯の森病院 14:10～14:30

14:40～15:00川湯温泉駅前
15:30～16:00美羅尾ヶ丘会館

ぬいぐるみを寝かしつけて
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子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム

依
存
・
被
害
に
つ
い
て
講
師
を
招

き
、
講
演
会
を
行
い
ま
す
。多
く
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼ 

11
月
17
日
㈰　

10
時
〜
11
時

30
分

▼ 

場
所
／
弟
子
屈
中
学
校
体
育
館

▼ 

講
師
／
函
館
短
期
大
学
食
物
栄

養
学
科
教
授　

藤
井
壽
夫
さ
ん

❑
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
方
は
各
小
中
高

校
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。一
般
の
方
は
事
前
に
町
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教

育
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

① 

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校
交
響
吹
奏

楽
部
弟
子
屈
公
演

　

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
演
奏

し
ま
す
。事
前
申
し
込
み
な
ど
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
ぜ
ひ

お
聴
き
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
11
月
９
日
㈯　

13
時
30
分
〜

15
時

▼ 

場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料
／
無
料

※ 

川
湯
方
面
の
方
は
、
川
湯
支
所
か
ら
12

時
20
分
に
バ
ス
が
出
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

②
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
講
座

　

お
し
ゃ
れ
な
お
部
屋
ま
た
は
帆
船
な

ど
実
物
そ
っ
く
り
な
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
11
月
30
日
㈯　

９
時
〜
正
午

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼ 

講
師
／
町
内
在
住　

谷
内 

晶
子
さ
ん

▼
材
料
費
／
千
円
程
度

▼ 

持
ち
物
／
持
ち
物
／
ピ
ン
セ
ッ
ト

（
真
っ
直
ぐ
で
先
の
細
い
物
も
の
）
デ

ザ
イ
ン
カ
ッ
タ
ー
・
ボ
ン
ド
・
カ
ッ

タ
ー
マ
ッ
ト
・
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

▼
対
象
・ 

定
員
／
町
民
の
方
・
12
人

▼
申
込
み
締
切
り
／
11
月
22
日
㈮

③ 

ふ
る
さ
と
講
座
「
我
が
ま
ち
歴
史
散

歩
」（
続
）

　

９
月
に
開
催
し
ま
し
た
「
ふ
る
さ
と
講
座
」

の
第
２
回
目
。昔
懐
か
し
い
弟
子
屈
を
画
像
で

振
り
返
り
な
が
ら
町
の
歴
史
を
散
歩
し
ま
す
。

公
民
館
講
座
の
参
加
者
募
集

２０１９．１１／Ｎｏ．２３３

▼
期
日
・
場
所

 

仁
多
会
場
／
11
月
６
日

㈬　

仁
多
交
流
セ
ン
タ
ー

 

川
湯
会
場
／
11
月
12
日

㈫　

川
湯
小
学
校
体
育

館
 

奥
春
別
会
場
／
11
月
18

日
㈪　

奥
春
別
小
学
校

体
育
館

 

弟
子
屈
会
場
／
11
月
21

日
㈭　

弟
子
屈
小
学
校

体
育
館

 

屈
斜
路
会
場
／
11
月
22

日
㈮　

屈
斜
路
研
修
セ

ン
タ
ー


南
弟
子
屈
会
場
／
11
月

　

25
日
㈪　

旧
昭
栄
小
学
校
体
育
館

 

美
留
和
会
場
／
11
月
28
日
㈭　

美
留

和
小
学
校
体
育
館

▼
時
間
／
19
時
〜
20
時
30
分

▼
講
師
／
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

▼ 

種
目
／
ミ
ニ
テ
ニ
ス・

キ
ン
ボ
ー
ル
ほ
か

▼ 

対
象
／
町
内
に
お
住

ま
い
の
３
歳
〜
成
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼ 

申
込
締
切
日
／
開
催

日
の
２
日
前

※ 

参
加
者
が
少
数
の
会
場
は
開
催
し
ま

せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

　

第
41
回
美
羅
尾
山
ろ
く
完
走
マ
ラ
ソ

ン
大
会（
教
育
委
員
会
主
催
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
主
管
・
弟
子
屈
防
犯
協
会

後
援
）が
10
月
14
日
、
１
３
０
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
㌔
、３
㌔
、５
㌔
の
３
コ
ー
ス
で
、そ

れ
ぞ
れ
一
般
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
分

か
れ
て
完
走
を
目
指
し
ま
し
た
。上
位
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

❏
ら
く
ら
く
コ
ー
ス（
１
㌔
）

▼
１
位
／
入
仲　

健
誠　

３
分
30
秒

▼
２
位
／
木
名
瀬
周
太　

３
分
31
秒

▼
３
位
／
深
井　

元
気　

３
分
57
秒

▼
４
位
／
中
澤　
　

旬　

４
分
22
秒

▼
５
位
／
坪
井　

惺
空　

４
分
29
秒

▼
６
位
／
伊
藤　

俊
行　

４
分
33
秒

▼
７
位
／
小
泉　

心
跡　

４
分
42
秒

▼
８
位
／
飯
島　
　

珠　

５
分
51
秒

▼
９
位
／
木
村　

颯
月　

４
分
57
秒

▼
10
位
／
原　
　

維
空　

４
分
59
秒

❏
ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ス（
３
㌔
）

▼
１
位
／
木
名
瀬
周
太　

12
分
33
秒

▼
２
位
／
入
仲　

健
誠　

13
分
02
秒

▼
３
位
／
鈴
木　

哲
平　

13
分
21
秒

▼
４
位
／
嶋
田
悠
一
朗　

13
分
21
秒

▼
５
位
／
下
谷　

流
唯　

13
分
28
秒

▼
６
位
／
番
塲　

悠
友　

13
分
42
秒

▼
７
位
／
德
永　

大
輔　

13
分
46
秒

▼
８
位
／
籐
原
悠
太
郎　

13
分
51
秒

▼
９
位
／
在
津　

咲
幸　

13
分
57
秒

▼
10
位
／
萩
原　

寛
暢　

14
分
35
秒

❏
さ
わ
や
か
コ
ー
ス（
５
㌔
）

▼
１
位
／
土
田　

渉
介　

19
分
22
秒

▼
２
位
／
中
澤　

歩
夢　

19
分
46
秒

▼
３
位
／
佐
々
木
翔
栄　

23
分
08
秒

▼
４
位
／
野
田　

裕
生　

24
分
32
秒

▼
５
位
／
坂
上　

瑠
璃　

24
分
35
秒

▼
６
位
／
木
村　

郁
夫　

24
分
49
秒

▼
７
位
／
藤
田　

佑
大　

24
分
56
秒

▼
８
位
／
青
木　

聡
一　

25
分
03
秒

▼
９
位
／
秋
山　

健
悟　

25
分
31
秒

▼
10
位
／
川
井
田　

稜　

25
分
32
秒

秋空の下 心地よい汗

第41回美羅尾山ろく完走マラソン大会

選手代表による選手宣誓（上）
３キロの部が元気にスタート（下）

地域巡回スポーツ教室
参加者を募集します

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
Ｕ
Ｐ
ス
ポ
ー
ツ

【
陸
上
教
室
】

▼
日
時
／
11
月
24
日
㈰　

13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
弟
子
屈
中
学
校

▼ 

内
容
／
走
り

方
、
ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
や
体
幹

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど

▼ 

講
師
／
北
海
道

ハ
イ
テ
ク
ア
ス

リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

　

馬
場　

友
也
さ
ん

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
11
月
21
日
㈭

【
サ
ッ
カ
ー
教
室
】

▼
日
時
／
11
月
24
日

㈰
10
時
〜
14
時

▼
場
所
／
弟
子
屈
小

学
校
体
育
館

▼
内
容
／
サ
ッ
カ
ー

の
技
術
的
指
導

▼ 

講
師
／
ク
ー
バ
ー

サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー

ル
札
幌
本
校

▼
対
象
／
町
内
の
小
・
中
学
生

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
11
月
21
日
㈭

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
参
加
者
を
募
集

▼
日
時
／
11
月
24
日
㈰　

９
時
30
分
〜

▼
場
所
／
弟
子
屈
中
学
校

▼
対
象
／
町
民
の
在
住
の
小
・
中
学
生

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
11
月
21
日
㈭

※ 

当
日
は
運
動
に
適
し
た
服
装
で
、
上

靴
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐

２
９
４
８

（
課
直
通
）

ま
で
。

キンボールに挑戦
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「
札
幌
交
響
楽
団
第
28
回
釧
路
定
期
演

奏
会
」
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
「
愛
の

テ
ー
マ
」
や
ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー
マ
、
ク

イ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
な
ど
ご
存
じ
の
曲
で

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
11
月
28
日
㈭　

開
場
18
時　

開
演
18
時
30
分

※
バ
ス
は
公
民
館
前
、15
時
45
分
発

▼ 

場
所
／
コ
ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
釧
路
文

化
ホ
ー
ル

▼ 

料
金
／
一
般
４
千
円　

大
学
生
以
下

千
円（
全
席
自
由
）

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
15
人

▼
申
込
締
切
日
／
11
月
18
日
㈪

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民

館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

芸
術
観
賞
バ
ス
参
加
者
募
集
！

1 20

昨年のサッカー教室参加者の皆さん 昨年の陸上教室の様子

室内パークゴルフに
挑戦

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
昔
の
写
真
が
あ
り

ま
し
た
ら
、当
日
お
持
ち
い
た
だ
き
、ぜ
ひ
懐

か
し
い
お
話
し
を
お
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

多
く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

日
時
／
12
月
12
日
㈭　

18
時
30
分
〜

20
時

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

講
堂

▼ 

講
師
／
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

小

林 

俊
夫
さ
ん
・
元
町
教
育
委
員
会
学

芸
員　

永
田 

等
さ
ん

▼
入
場
料
／
無
料

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
12
月
６
日
㈮

④
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

　

さ
ま
ざ
ま
な
お
花
を
組
み
合
わ
せ
、
す

て
き
な
花
籠か

ご

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
12
月
13
日
㈮　

15
時
〜
16
時

30
分

▼ 
場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼ 
講
師
／
宮
崎
生
花
店　

宮
崎
宏
幸
さ
ん

▼
材
料
費
／
２
千
円
程
度

▼ 

持
ち
物
／
花
切
り
バ
サ
ミ　

タ
オ
ル

▼ 

対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
20
人

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
12
月
９
日
㈪

❑ 

②
～
④
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／

町
公
民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま

で
。

「弟子屈町生涯学習講演会」を開催

　

弟
子
屈
高
校
の
先
生
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
講
座
を
開
催
し
ま
す
。楽
し
く
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

①「
Ｌ
ｅ
t
ｓ　
ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ　

Ｅ
ｎ
ｇ

ｌ
ｉ
ｓ
ｈ
」（
英
語
）

▼ 

日
時
／
11
月
14
日
㈭　

19
時
〜
20
時

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼ 

講
師
／
上
坂
美
由
紀
教
諭
・
角
田
千
春

教
諭

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具

▼
参
加
料
／
無
料

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
制
限
な
し

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
11
月
11
日
㈪

② 「
歴
史
に
関
す
る
あ
れ
こ
れ
」（
地
歴・公
民
）

▼ 

日
時
／
11
月
21
日
㈭　

19
時
〜
20
時

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

研
修
室

▼ 

講
師
／
町
田
哲
教
諭
・
小
岩
尚
文
教
諭

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具

▼
参
加
料
／
無
料

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
10
人

▼
申
込
み
締
切
り
日
／
11
月
18
日
㈪

❑ 

①
②
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町

公
民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

弟
子
屈
高
校
・
公
民
館
連

携
講
座
の
参
加
者
募
集

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

令
和
２
年
成
人
式
は
、
平
成
11
年
４
月

２
日
〜
平
成
12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
が
対
象
で
す
。

　

転
出
な
ど
に
よ
り
町
内
に
住
民
登
録

が
な
い
方
で
も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。出
席
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社

会
教
育
係
☎
４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直

通
）ま
で
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
１
月
12
日
㈰　

13
時
〜
受
け

付
け
、13
時
30
分
〜
式
典

▼
会
場
／
町
公
民
館　

講
堂
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９
月
24
〜
26
日
の
３
日
間
、町

内
の
学
校
や
児
童
ク
ラ
ブ
で
町
主

催
に
よ
る
食
育
調
理
実
習
が
、
ホ

テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
総
料

理
長
を
務
め
る
藤
田
伸
幸
シ
ェ
フ

と
、
同
ホ
テ
ル
の
皆
さ
ん
を
講
師

に
招
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
に
は
、弟
子
屈
高
校（
宮
﨑

円
校
長
）の
学
科
で
フ
ー
ド
デ
ザ

イ
ン
を
選
択
し
て
い
る
３
年
生
の

生
徒
12
人
と
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
こ
に
こ
の
児
童
た
ち
が
、
料

理
に
挑
戦
。高
校
で
は
生
徒
た
ち

が
、ハ
ン
バ
ー
グ
に
、に
こ
に
こ
で

は
「
簡
単
に
作
れ
る
朝
食
メ

ニ
ュ
ー
」と
し
て
、フ
ラ
イ
パ
ン
で

作
る
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
と
餅
の
フ

リ
ッ
ト
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

25
日
に
は
奥
春
別
小
学
校
（
寺
田
裕
子

校
長
）で
児
童
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
、

オ
ム
ラ
イ
ス
、
肉
巻
き
じ
ゃ
が
い
も
だ
ん

ご（
み
た
ら
し
ソ
ー
ス
が
け
）、
か
ぼ
ち
ゃ

の
プ
リ
ン
に
挑
戦
。午
後
に
は
、に
こ
に
こ

で
２
回
目
の
実
習
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

26
日
に
は
、美
留
和
小
学
校（
伊
藤
賢
次

校
長
）で
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
実

施
。ハ
ン
バ
ー
グ
、
じ
ゃ
が
い
も
の
グ
ラ
タ

ン
、フ
ル
ー
ツ
の
サ
バ
イ
ヨ
ン
グ
ラ
タ
ン
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

児
童
や
生
徒
た
ち
は
最
初
に
シ
ェ
フ
に

よ
る
模
範
調
理
を
見
て
調
理
方
法
を
勉

強
。見
事
な
包
丁
さ
ば
き
や
、料
理
が
き
れ

い
に
盛
ら
れ
て
い
く
様
子
な
ど
に
、
ど
の

会
場
で
も
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

自分でつくると一層おいしい！
町内各地の学校・児童クラブで食育調理実習を実施

見
事
な
フ
ラ
イ
パ
ン
さ
ば
き（
弟
高
）

全
員
で
楽
し
く
試
食
（
美
小
）

お
い
し
い
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
を
目
指

し
て
（
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
）

　

弟
子
屈
町
交
通
安
全
運
動
推

進
協
議
会（
会
長
・
德
永
町
長
）

主
催
の
旗
の
波
街
頭
啓
発
が
９

月
30
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン

タ
ー
前
の
国
道
２
４
３
号
線
で

行
わ
れ
ま
し
た
。秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
当
日

は
町
交
通
安
全
協
会
や
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
に
加
え

奥
春
別
小
学
校（
寺
田
裕
子
校
長
）か
ら
も

児
童
が
参
加
。総
勢
約
１
１
０
人
で
安
全

旗
を
振
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
同
校
児
童
が
啓
発
品
や
手
作
り
の
し

お
り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
に
は
、
川
湯
温
泉
駅
前
通
り

と
国
道
３
９
１
号
が
接
す
る
交
差
点
周
辺

で
、
旗
の
波
街
頭
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。川
湯
交
通
指
導
員
会
が
主
催
し
、当

日
は
弟
子
屈
警
察
署
や
川
湯
自
治
会
関
係

者
、老
人
ク
ラ
ブ
、小
中
学
校
の
校
長
、会

員
な
ど
約
40
人
が
参
加
。参
加
者
は
安
全

旗
を
手
に
、
国
道
３
９
１
号
を
往
来
す
る

走
行
車
両
な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
意
識
の
向
上
を
訴
え
ま
し
た
。

　

10
月
11
日
に
は
、
弟
子
屈
警
察

署（
林
隆
俊
署
長
）で
、
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
研
修
お
よ
び
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。令
和
元
年

全
国
地
域
安
全
運
動
に
向
け
、
青

色
回
転
灯
装
備
車
を
保
有
す
る

「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
対

象
に
行
わ
れ
た
も
の
。参
加
者
は

防
犯
に
つ
い
て
の
講
習
を
し
っ
か

り
と
受
け
た
あ
と
、
パ
ト
ロ
ー
ル

車
へ
乗
り
込
み
地
域
巡
回
に
出
動

し
ま
し
た
。

無事故・防犯の心得を
各地で交通安全運動・防犯パトロールを実施

し
お
り
と
啓
発
品
を
手
渡
す
児
童

（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

青色回転灯を装備したパトロールカーが出発（弟子屈警察署）

旗
の
波
で
交
通
安
全
を
（
川
湯
）

ワイン用ブドウを収穫
「葡萄色の週末（エビイロウイークエンド）」を開催

　

本
町
産
の
ブ
ド
ウ
を
使
っ
た
ワ
イ

ン「
葡
萄
色
の
旦
」を
地
場
食
材
と
味

わ
う「
葡
萄
色
の
週
末（
エ
ビ
イ
ロ
ウ

イ
ー
ク
エ
ン
ド
）」が
９
月
27
日
か
ら

10
月
６
日
、
町
内
14
の
飲
食
店
と
宿

泊
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒
研
究
会（
会

長
・
德
永
町
長
）が
主
催
し
た
も
の
で

今
回
が
４
度
目
の
開
催
。今
年
は
、

c
a
f
e
＆
b
a
l 
Ｃ
O
V
O
、

f
o
o
d
＆
b
a
r 
D
O
M
A
N

I
、炭
家 

石
花
木
金
、い
な
か
家
源
平
、す

ず
め
食
堂
＆
バ
ル
、
旬
の
肴
と
う
ま
い
酒

も
っ
き
り
家
、
屈
斜
路
湖
畔
の
宿
ワ
ッ
カ

ヌ
プ
リ
、
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ａ 

Ｂ
Ｂ
Ｂ
、

Ｌ
i
v
i
n
g
 
b
a
r
2
2
1
（
旧
つ

つ
い
）、
き
ら
の
宿
す
ば
る
、
屈
斜
路
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
、川
湯
観
光
ホ
テ
ル
、食
事
と

喫
茶
p
o
p
p
o
t
e
i
、
お
宿
欣
喜
湯

が
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
メ
ニ
ュ

ー
を
昨
年
秋
に
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
で
醸

造
し
た
ワ
イ
ン
と
共
に
提
供
。多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

10
月
15
日
に
は
、ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ

ド
ウ
の
収
穫
が
町
内
の
協
力
農
家
な
ど

で
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
２
０
０
９
年
か
ら
ワ
イ
ン
用

ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
て
お
り
、現
在
は
町
内

で
約
３
２
４
０
本
の
苗
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。今
年
は
１
２
０
０
㌔
を
収
穫
。

　

17
日
に
は
、德
永
町
長
や
川
口
摩
周
湖
農

協
組
合
長
ら
関
係
者
ら
と
、弟
子
屈
小
学
校

３
年
生
（
中
原
英
雄
校
長
）
の
児
童
た
ち
35

人
が
一
房
ず
つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

丁寧に収穫をする德永町長と川口摩周湖農協組合長（左）と
弟子屈小学校の児童たち

一房ずつ丁寧に収穫

お
い
し
く
作
る
コ
ツ
は
？
（
奥
小
）

　

長
雨
に
続
く
大
地
震
と
土
砂
崩

れ
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、令

和
元
年
度
弟
子
屈
町
総
合
防
災
訓

練
が
10
月
18
日
、弟
子
屈
消
防
署
で

行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
の
訓
練
は

は
、北
海
道
が
実
施
す
る
防
災
訓
練

に
当
町
も
参
加
し
実
施
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
な
ど
大
型
の
機
械
も
導
入
さ
れ
、

実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、近
隣
住
民
・
役
場
・
警
察
・
自

衛
隊
・
訓
練
の
研
修
者
な
ど
、総
勢
３
０
０

人
が
参
加
。自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
物
資
の
輸
送
、
自
衛
隊
車
両
が
自
走

架が

柱ち
ゅ
う

橋き
ょ
う（

仮
設
の
橋
を
架
け
る
重
機
）を
渡

り
な
が
ら
の
避
難
民
の
輸
送
や
、
消
防
に

よ
る
救
助
・
消
火
訓
練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

避
難
者
役
と
し
て
訓
練
に
参
加
し
た
町

民
の
方
た
ち
は
、消
火
訓
練
の
見
学
や
、研

修
ホ
ー
ル
で
の
、
胸
部
圧
迫
人
工
呼
吸
法

の
訓
練
や
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症
候
群
予
防
運

動
を
行
い
、消
防
署
内
に
展
示
さ
れ
た
、災

害
時
に
使
用
さ
れ
る
給
水
タ
ン

ク
、
衛
星
携
帯
電
話
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
防
災
機
材
を
実
際
に
手
に

と
る
な
ど
し
て
見
学
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
自
衛
隊
と

赤
十
字
奉
仕
団
と
に
よ
る
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
の
炊
き
出
し
も
行
わ

れ
、試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
町
民
の
方

は
「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

ら
な
い
。日
頃
か
ら
し
っ
か
り
備

え
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

もしもに備えて
令和元年度 弟子屈町総合防災訓練

避
難
者
を
乗
せ
た
自
衛
隊
車
両
が

自
走
架
柱
橋
を
渡
る

胸
部
圧
迫
人
工
呼
吸
法
を
訓
練

消防署へ避難した方たちを安全な場所へ誘導する職員
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 　弟子屈警察署で10月11日、管
内園児たちからの特殊詐欺被
害等防止に活用するイラスト
の贈呈式が行われました。
　弟子屈警察署では、特殊詐欺
被害などを防止するため、警察

署管内の幼稚園、こども園などにイラストの提供をお願い
しています。今回は、認定こども園ましゅうの園児33人と、
標茶町立標茶幼稚園の園児15人から合計48点のイラストの
提供を受けました。園児を代表し、認定こども園のぞう組、
小泉慧人くんと和田唯楓ちゃんがイラストを警察署長らに
手渡しました。このイラストは、被害防止の啓発に使われる
ポケットティッシュなどに同封されます。

サギに気をつけてね

園児たちから特殊詐欺被害防止イラストを贈呈
イ
ラ
ス
ト
し
っ
か
り
手
渡
し

10月11日

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　第11回摩周湖ばん馬
大会が摩周湖馬友の会
主催（近江屋茂会長）で
９月22日、摩周輓馬場を
会場に開催されました。
　ばん馬文化の継承と
地域活性化を目的に毎

年開催され、多くの来場者でにぎわいました。今年も道内各
地からばん馬が集まり、馬齢や重量別の階級に分かれて白
熱のレースを展開。フォトコンテストでは、大勢の写真愛好
家がカメラを構えていました。そのほかにも、馬車への乗車
や、ふれあいコーナーや抽選会などのイベントも行われ、来
場者の皆さんは思い思いに大会を楽しみました。

ばん馬の迫力に歓声が

摩周湖ばん馬大会を開催

９月22日

力
強
い
手
綱
さ
ば
き
で

　釧路湿原・阿寒・摩周
シーニックバイウェイ
（桐木茂雄代表）が10月
12日、そららの森（弟子
屈飛行場跡地）で植樹祭
を行いました

　この取り組みはドライブ観光などで排出されるCO2を吸
収する「カーボン・オフセット」の森づくり活動の一環として
行っているもので町内外から50人が参加。ハルニレ・ミズナ
ラ・アカエゾマツなどの苗木約300本を協力し合いながら植
樹しました。また今回は、木育教室「森の学校」も行われ、木育
マイスターの酒巻美子さんによるアカエゾマツの蒸留体験
も開催。会場は木のさわやかな香りに包まれていました。

未来に繋がる森づくり

シーニックバイウェイが植樹祭を開催

10月12日

蒸
留
す
る
た
め
枝
を
細
か
く

　中心市街地再構築
全体構想町民会議（今
井慎也委員長）の第３
回会議が９月25日、
町公民館で開催され
ました。

　同会議では７月に実施された町民アンケートの結果か
ら、中心市街地の整備に優先する視点は「町民が集まる場所」
「将来に負担を残さない」が多かった事、整備されるのが望ま
しい施設としては「入浴施設」が特に多かった事などを報
告。町からは公共施設の現状について説明が行われました。
その後のワークショップでは「町民が居心地の良い場所と
は」などをテーマに、意見交換が行われました。

てしかがの未来の中心市街地づくり

第３回中心市街地再構築全体構想町民会議を開催

９月25日

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

　JR美留和駅で９月
30日、美留和小学校
の児童７人が、PTA
や自治会の協力で、
駅舎にペイントを行
いました。このペイ
ントは、地域の鉄道

を大切にしたいとの思いから行われたもの。児童の考えた
デザインは美留和の自然をイメージしていて、フクロウや
タンチョウヅル・草花などが描かれ、楽しみながらも時に真
剣な表情で作業に取り組みました。ペイントの前には、JR
北海道釧路支社萩原支社長から、日頃の駅舎の清掃と環境
美化活動の取り組みについて感謝状が贈られました。

９月30日

地域の駅をキレイに

美留和小児童が美留和駅舎をペイント
完
成
し
た
駅
舎
の
前
で
記
念
写
真

10月６日

　聖月流川湯支部
（松谷幹子支部長）
の皆さんが、９月22
日に行われた全道
吟詩・剣詩舞大会
で、３位入賞を果た
しました。

　大会は、大人も混じって行われる中、聖月流川湯支部の皆
さんは、小・中・高校生だけで演舞。16組中３位に入賞するす
ばらしい結果となりました。
　支部に所属する弟子屈中学校３年の金川眞子さんは「先
生方の指導のおかげで入賞することができた。とてもうれ
しい」と笑顔で話していました。

全道吟詩・剣詩舞大会　合舞コンクールＡ

聖月流川湯支部の皆さんが３位入賞

10月14日

賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
笑
顔

　町では木育へ
の取り組みの一
環として、2019
弟子屈町木育週
間を10月１～４
日、林業多目的

センターで開催。木育は北海道生まれの取り組みで、子ども
のころから木を身近に使っていくことを通じて、人と木や
森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育む活動。
森林に囲まれ共生してきた本町にとって大切な取り組みで
す。期間中は木のおもちゃや、森や木工などに関する本など
を用意し一般開放。木馬や木のシーソー、積み木などに、訪
れた親子連れや保育園児らが歓声を上げていました。

10月１～４日

木に親しむ４日間

2019弟子屈町木育週間を開催
木
の
プ
ー
ル
で
笑
顔
に

　首都圏に住む
本町出身者やゆ
かりのある方々
でつくる弟子屈
ふる里会（平下

覚会長）の第31回総会・ふる里まつりが10月６日、東海大学
校友会館（東京都千代田区）で行われました。
　同会には160人の会員が所属し、年に１度総会を開催。当日
は30人が参加し、思い出話で盛り上がりました。本町からも吉
備津副町長や近江屋副議長らが出席し、副町長からは現在の
町政を報告。また、総会には、大相撲の錦絵師 大下大門さんか
ら昭和の大横綱大鵬の孫である納谷幸之助さんの昇進時に
寄贈予定の化粧まわしのデザインなどの説明もされました。

懐かしいふるさとの思い出に花が咲く

東京で第31回弟子屈ふる里会総会を開催
大
下
さ
ん
か
ら
の
説
明
も

　町教育委員会と町
教育研究所による令
和元年度弟子屈町イ
ングリッシュキャン
プが９月14日～16日
の３日間にわたって

玉川大学北海道弟子屈農場美留和「晴耕塾」で行われました。
　平成27年に締結された学校法人玉川学園との包括連携協
定に基づき行われているもので昨年に続き３回目。今年は小中
高校生33人と、町内の小中高校の英語科担当の教員、町教委Ａ
ＬＴ、玉川大学からも工藤准教授と学生が講師として参加。英
語に親しむ体験的な活動を通して、英語による表現力と積極的
なコミュニケーションの向上を図ることができました。

英語に親しむ３日間

令和元年度弟子屈町イングリッシュキャンプ
英
語
を
楽
し
く
学
ぶ

９月14～16日

 　釧路北部消防事務組合・弟子
屈消防団・川湯消防団・弟子屈
消防署の主催による弟子屈・川
湯秋季合同演習が10月20日、弟
子屈消防署で行われました。
　秋の火災多発期を前に、消防

職員団の消防活動技術の充実強化、地域住民に対しての消防
力の披露、防火意識の高揚を目的に行われているもの。予定
されていた演習は天候不良などにより中止されたものの、観
閲式、分列行進では、見事な行進が行われました。また、参加
した弟子屈消防団が、先日行われた北海道消防操法訓練大会
で準優勝、川湯消防団が釧路管内消防団員技能競技大会で３
位になるなど、めざましい活躍をしています。

日頃の消防活動の成果を披露

弟子屈・川湯秋季合同演習を実施
德
永
組
合
長（
町
長
）に
よ
る
観
閲

10月20日

　弟子屈高校
（宮﨑円校長）
で10月21日、
秋の交通安全
講習が行われ
ました。
　この講習は

毎年、愛国自動車学校（釧路市）から講師が招かれ、近い将来
に運転者となる高校３年生を対象に、交通事故防止につい
て講演とさまざまな体験が行われています。特殊な眼鏡を
装着して飲酒運転の疑似体験、動体視力の測定や見通しの
悪い交差点での体験乗車など、歩行者としてだけでなく、運
転者としての交通安全の大切さを学びました。

将来の運転者としての心構えを学ぶ

弟子屈高校で交通安全講習を開催

10月21日

車
の
死
角
を
車
に
乗
っ
て
体
験
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弟
子
屈
町
家
族
介
護
者

教
室
を
開
催

　

認
知
症
と
な
っ
た
父
の
介
護
経
験
、

ま
た
父
の
身
に
起
き
た
鉄
道
事
故
、そ

し
て
裁
判
の
体
験
を
通
じ
安
心
し
て

介
護
が
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
講
演
を
行
い
ま
す
。貴
重
な
お

話
を
聞
け
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
11
月
16
日
㈯　

13
時
〜
15

時
30
分（
受
付
は
12
時
30
分
〜
）

▼ 

場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

▼ 
講
演
／
「
閉
じ
込
め
な
け
れ
ば
、

罪
で
す
か
？
」

▼
講
師
／
高
井　

隆
一
氏

▼
主
催
／
町
・
菜
の
花
会

▼
申
込
み
／
不
要　

※
参
加
無
料

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
福
祉
課
地

域
包
括
支
援
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

２
１
ま
で
。

道
東
自
動
車
道
移
動
パ

ネ
ル
展
を
開
催

　

道
東
自
動
車
道
の
建
設
状
況
や
整

備
効
果
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

11月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

水 木 月日土 水 木火日土 金

月土 火 水 金木 火 水 金木月日土 土日
19

休休
区 

分
火金 金

16 17 23 30

休 休

◎ ◎

◎

休

○○休○

月

10月10日現在の予定ですので、一般開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

て
い
た
だ
く
た
め
、
移
動
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

期
日
／
11
月
16
日
㈯
〜
11
月
28
日

㈭（
祝
日
は
除
く
）

▼ 

場
所
／
町
公
民
館
ロ
ビ
ー

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
学
生
を
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
と
、
令
和
２
年
４

月
採
用
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

①
自
衛
官
候
補
生

▼ 

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
33
歳
未
満

の
方

▼ 
受
付
期
間
／
随
時

▼ 

試
験
日
・
場
所
／
11
月
23
日
㈯
、12

道東消防職員バレーボール大会

今月の主な行事予定
２日
３日

認定こども園ましゅうお遊戯会
北電杯ソフトバレーボール大会

７日
釧路教育大学吹奏学部コンサート９日

10日 ＭＣ卓球大会

月
14
日
㈯
・
釧
路
駐
屯
地

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼ 

応
募
資
格
／
平
成
15
年
４
月
２
日

〜
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

に
生
ま
れ
た
男
子

▼ 

受
付
期
間
／
11
月
１
日
㈮
〜
令
和

２
年
１
月
６
日
㈪

▼ 

試
験
日
・
場
所
／
令
和
２
年
１
月
18

日
㈯
・
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

※ 

受
験
者
数
に
よ
り
会
場
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
自
衛
隊
帯
広
地

方
協
力
本
部
釧
路
出
張
所
☎
０
１

　

５
４

１
０
５
３
ま
で
。

借
金
・
金
融
一
般
相
談

会
を
開
催

　

北
海
道
財
務
局
の
相
談
員
「
借
金

の
悩
み
」「
金
融
問
題
」
を
親
身
に
な

っ
て
お
聴
き
し
、
あ
な
た
に
合
っ
た

解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

▼ 

日
時
／
11
月
13
日
㈬　

９
時
〜
12

時
▼ 

場
所
／
釧
路
地
方
合
同
庁
舎
９
階

会
議
室
（
釧
路
財
務
事
務
所
）（
釧

路
市
幸
町
10
丁
目
３
番
地
）

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
財
務
局

相
談
員
直
通
☎
０
１
１
‐
８
０
７
‐

　

５
１
４
４
ま
で
。

　

月
30
日
は
「
年
金
の

日
」で
す

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
や
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」で
、ご
自
身
の
年
金
記
録

と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未

来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
も
試

算
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て

は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
釧
路
年

金
事
務
所
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽ 

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／

http://w
w
w
.nenkin.go.jp

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
年
金
事
務

所
☎
０
１
５
４

６
０
０
０
ま

で
。

11

出
張
年
金
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

 　

釧
路
年
金
事
務

所
主
催
に
よ
る
出

張
年
金
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
す

る
た
め
に
は
予
約
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
基
礎
年
金
番
号
を
ご

確
認
の
上
、
釧
路
年
金
事
務
所
へ
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。後
日
、
予
約
確

認
・
添
付
書
類
な
ど
に
つ
い
て
ご
連

絡
し
ま
す
。

▼ 

日
時
／
12
月
６
日
㈮　

10
時
30
分

〜
14
時

▼
場
所
／
町
公
民
館

▼ 

予
約
受
付
け
／
12
月
５
日
㈭
ま
で

（
完
全
予
約
制
）

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
年

金
事
務
所
☎
０
１
５
４

６
０
０

　

０（
直
通
）ま
で
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
職
域
か
く

し
芸
大
会
を
開
催

▼ 

日
時
／
11
月
10
日
㈰　

10
時
開
場

　

11
時
開
演

▼ 

場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

▼ 

入
場
料
／
５
０
０
円

▼
主
催
／
弟
子
屈
更
生
保
護
女
性
会

❑ 

問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

先
／
横
田
☎
４
８
３
‐
３
４
２
４（
川

湯
）金
澤
☎
４
８
２‐３
７
８
５
ま
で
。

全面開放日は、バスケットゴールを設置しています！

17日 ソフトテニス管内大会 今月の休館日
　（ ５、６、 11､ 12､
18､ 19、24、25、
26、30日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
1111月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／１、⑦、８、14、15、、22、28、29日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／⑦、14、、28日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／13､ 20､ 27日　　　　　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／１、８、15、22､ 29日　　　19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／２、９、16日　　　　　　　10時30分～正午

幼児水泳教室（町内の幼児４～５歳）

　◇日時／２、９、16日　　　　　 10時30分～11時10分

小学生水泳教室（町内の小学生）

　◇日時／２、９、16日　　　 　　　　11時15分～正午

フリー教室（町内在住の方）

　◇日時／ １、２、３、７、８、９、10、14、15、16、

17、21、22、28、29日　

木・金曜日　10時～正午

土・日曜日　13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、２、３、４、７、８、９、10、13、14、

15、16、17、20、21、22、23、27、28、29日

　　　　　　　　　　　　　　　 15時～17時

※ 上記はあくまでも各教室のお
知らせです。一般の方も、ぜ
ひ、お気軽にプールをご利用
ください。
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（広告）

　ペンションのお仕事を
　　　　　手伝ってください！
[職種]   　 　　  【お掃除係】　　
[勤務時間]  　10:30~13:30 ※多少増減有

[募集人数]  　　 　　２人　　　

[勤務日数] 　閑散期 週０～１日／繁忙期 週１～５日

[時給]　　  　950円+交通費～

　　　　　　お仕事の習熟度に応じてＵＰします。

[条件]　　 　車で通勤できる方、やる気・責任感のある方。

　　　　　　お持ちの携帯電話等でメールを使える方。

　　　　　　（シフトをメールで連絡します）

　　　　　　（メールが不安な方はサポートします）

[応募]　    　メールまたは電話で連絡をください。

　　　　　  　 履歴書をご用意ください。（写真は不要です）

[その他]　 　詳細は面談にて

☎（015）482-2622 (担当 馬場)
札友内原野52線30番地3

https://www.polaris-hokkaido.com/
staff03@polaris-hokkaido.com

ペンション　ぽらりす

※  お子様連れで

のお仕事もご

相談ください。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間

　

女
性
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

強
化
週
間
の
11
月
18
日
〜
24
日

は
、
受
付
時
間
を
延
長
し
て
対
応
し

ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

▼ 

主
催
／
法
務
省
・
釧
路
人
権
擁
護

委
員
連
合
会

▼ 
受
付
期
間

 
11
月
18
日
㈪
〜
11
月
22
日
㈮
＝
８

時
30
分
〜
19
時

 

11
月
23
日
㈯
・
11
月
24
日
㈰
＝
10

時
〜
17
時

▼ 

相
談
電
話
番
号
／
☎
０
５
７
０
‐

０
７
０
‐
８
１
０（
全
国
共
通
）

▼ 

相
談
担
当
者
／
釧
路
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
所
属
の
人
権
擁
護
委

員
・
釧
路
地
方
法
務
局
職
員

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課
☎
０
１
５
４

５

　

０
１
４（
直
通
）ま
で
。

職
業
能
力
開
発
促
進
セ

ン
タ
ー
受
講
生
募
集

　

釧
路
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、１
月
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

対
象
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の

登
録
を
し
て
い
る
方

▼
定
員

 

電
気
設
備
技
術
科
・
20
人

 

ビ
ジ
ネ
ス
ワ
ー
ク
科
・
15
人

釧
路
高
等
技
術
専
門
学

院
訓
練
生
を
募
集

　

北
海
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院

で
は
、
令
和
２
年
度
訓
練
生
（
２
年
制
）

を
募
集
し
ま
す
。

▼ 

応
募
／
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
等
を
卒
業
し
た
方
（
令
和
２

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
む
）、ま

た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

▼ 

募
集
科
目
・
定
員
／

電
気
工
学

科
・
20
人

建
築
技
術
科
・
10
人


自
動
車
整
備
科
・
20
人

▼ 

出
願
期
間
／
【
推
薦
選
考
】
11
月

１
日
㈮
〜
11
月
20
日
㈬
必
着
【
一

般
選
考
】
11
月
21
日
㈭
〜
12
月
10

日
㈫
必
着

▼ 

試
験
日
／
【
推
薦
選
考
】
11
月
25

日
㈪【
一
般
選
考
】12
月
16
日
㈪

※ 

そ
の
他
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
高
等
技
術

専
門
学
院
☎
０
１
５
４

８
０
１

　

１
ま
で
。

　

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
て
し
か
が
10
月
号
17
ペ
ー

ジ「
わ
く
わ
く
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー

ス
」の
中
で
、
お
名
前
を
誤
っ
て

掲
載
し
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の

と
お
り
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し
ま
す
。

　

在
津　

咲
幸
さ
ん
が

　
　

北
日
本
大
会
出
場
へ

入居者を募集します町 宅住営

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸 数 備　考団　地　名　・　構　造

15,300～22,800円Ｓ52 ３ＤＫ １ 61.1㎡（２階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／11月１日㈮～11月８日㈮（土・日は除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／12月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

14,400～21,500円Ｓ52 ３ＤＫ １ 57.7㎡（３階）みはらし台団地（耐火中層・４階建）※

※みはらし台団地は、Ｈ26～28年にかけて、断熱ユニットバスなどのリフォームを実施しています。
注１　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

みはらし台団地（耐火中層・４階建）※ Ｓ53 ３ＤＫ 15,200～22,700円 １ 59.9㎡（３階）

月額共益費
210円
220円
520円

22,500～33,500円Ｈ25 １ 68.3㎡（４軒長屋）泉ヶ丘団地（木造・平屋） 110円
美留和団地（準耐火・平屋） Ｈ９ ３ＬＤＫ 24,200～36,000円 １ 79.5㎡（２軒長屋）-

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ １ 57.0㎡（４軒長屋）南弟子屈団地（簡易耐火・平屋）
緑団地（簡易耐火・平屋） Ｓ54 ３ＤＫ 10,900～16,300円 １ 59.1㎡（４軒長屋）

-
-

14,700～21,900円Ｈ７ １ＬＤＫ １ 47.4㎡（１階）緑団地（耐火中層・３階建） 560円

２ＬＤＫ

▼ 

申
込
受
付
期
間
／
11
月
１
日
㈮
〜

11
月
29
日
㈮

▼ 

見
学
会
／
11
月
15
日
㈮
・
11
月
22

日
㈮

▼
選
考
日
／
12
月
５
日
㈭

▼ 

訓
練
期
間
／
令
和
２
年
１
月
６
日

㈪
〜
６
月
29
日
㈪

▼ 

費
用
／
２
万
円
程
度（
テ
キ
ス
ト

代
）

❑ 

申
込
先
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
釧
路
☎

０
１
５
４

１
２
０
１
ま
で
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
職
業
能

力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
釧
路
訓
練

セ
ン
タ
ー
☎
０
１
５
４

５
９
３

　

８
ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、
保
健
師
や
精

神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談

（
精
神
保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
（
面
接
）

　

 

／
11
月
14
日
㈭　

14
時
〜（
要
予

約
）

▼ 

場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い

合
わ
せ
先
／

釧
路
保
健
所

健
康
推
進
課

健
康
支
援
係

☎
０
１
５
４

５
８
２
５
ま
で
。

医療講演会「脳卒中のおはなし」を開催
脳卒中の予防・自覚症状などについてお話しいます。ぜひご参加ください。

▼日時／ 11 月 10 日㈰　13 時 30 分～ 14 時 30 分

▼場所／町公民館講堂　 ▼参加料／無料

▼講師／釧路脳神経外科　院長　入江　伸介さん
❑ 問い合わせ先／弟子屈町消費者協会　齋藤☎４８２‐２３２３または０９０
‐４２４４‐３２３７まで。

「
て
し
か
が
お
買
物
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
２
０
１

９
」
の
期
間
は
、
11
月

30
日
㈯
ま
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
！

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
弟

子
屈
町
商
工
会
☎

４
８
２
‐
２
２
５
９

ま
で
。
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11月９日は『119番の日』です！
　弟子屈消防署では、町民の皆さんの大切な生
命を守るために弟子屈・川湯地区それぞれに救
急車を配備し救急要請に対応しています。
　しかし、近年では救急件数の増加、転院搬送
の増加などから、救急車が同時に出場する機会
も少なくありません。
　緊急を要さない軽い病気やけがなどで救急
車を利用すると重傷・重篤な方への適切な救命
処置が遅れる可能性があります。
　今一度、救急車の正しい利用についてご協力
をお願いします。
　ろれつが回らない、突然の激しい頭痛・胸痛、
片方の手足に力が入らないなど、緊急の判断を
した際はすぐに119番をお願いします。

中
なか

島
じま

　和
お

都
と

 ちゃん

日 月 火 水 木 金 土

１２

３４５６７８９

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30
■問い合わせ先／問い合わせ先／健健  康康 健康こども課☎482-2935  健康こども課☎482-2935  町町 民 民 環境生活課☎482-2934  環境生活課☎482-2934  税税務務 税務課☎482-2914  税務課☎482-2914  開開 放 放 川湯保育園☎483-2537川湯保育園☎483-2537    子子 育 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

勤労感謝の日

文化の日 振替休日

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）
催催 し し てしかが観光塾てしかが観光塾
　（川湯ふるさと館　（川湯ふるさと館
　・13:00～)　・13:00～)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　 保 育 園 ／ 川 湯 保　 保 育 園 ／ 川 湯 保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさと館　  開放（川湯ふるさと館
　　・ 9:30～11:30）　　・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 （子育て支援センター　 （子育て支援センター
　・14:00～16:30)　・14:00～16:30)
【どちらも年齢制限なし】【どちらも年齢制限なし】
健健
  康康
べビーマッサージべビーマッサージ

　 教室（子育て支援　 教室（子育て支援
　 センター・13:00～）　 センター・13:00～）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30)　ター・9:30～11:30)
  ｢年齢制限なし」  ｢年齢制限なし」
　（14:00～16:30)　（14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30)　ター・9:30～11:30)
  ｢年齢制限なし」  ｢年齢制限なし」
　（14:00～16:30)　（14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前１～３歳｣　 「午前１～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30)　ター・9:30～11:30)
  ｢年齢制限なし」  ｢年齢制限なし」
　（14:00～16:30)　（14:00～16:30)

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　 開 放「遊んＤａｙ」　 開 放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅう　（子ども園ましゅう
　 ／川湯 保育園・　 ／川湯 保育園・
   9:00～）   9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　  開放（川湯ふるさ　  開放（川湯ふるさ
　  と館・ 9:30～11:30）　  と館・ 9:30～11:30）
子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 （子育て支援センタ　 （子育て支援センタ
　 ー・14:30～16:30)　 ー・14:30～16:30)
【どちらも【どちらも
年齢制限なし】年齢制限なし】

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

町町 民 民 行政相談（公民館・行政相談（公民館・
  13:00～15:00）  13:00～15:00）

子子 育 育 親子遊び「文化セ親子遊び「文化セ
　ンタ－であそぼう」　ンタ－であそぼう」
　10:00～11:30）　10:00～11:30）
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 親子遊び「文化セ親子遊び「文化セ
　ンタ－であそぼう」　ンタ－であそぼう」
　10:00～11:30）　10:00～11:30）
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

子子 育 育 母親講座「調理実母親講座「調理実
　習」（福祉センター　習」（福祉センター
　・10:00～12:00） 　・10:00～12:00） 
【要事前申し込み】【要事前申し込み】
午後開放なし午後開放なし

催催 し し メンタルヘルスメンタルヘルス
　講演会（ＪＡ摩周　講演会（ＪＡ摩周
　湖・18:00～19:00)　湖・18:00～19:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:30）16:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「年齢制限なし」　 「年齢制限なし」
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30)11:30)
　午後開放なし　午後開放なし

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅ　（子ども園ましゅ
   う／川湯保育園・   う／川湯保育園・
  9:00～）  9:00～）
健健
  康康 乳児・１歳半児・４乳児・１歳半児・４
　歳半児健診（福祉　歳半児健診（福祉
　センター・9:15～）　センター・9:15～）
健健
  康康
フッ素塗布（福祉フッ素塗布（福祉

   センター・9:30～   センター・9:30～
    9：50）    9：50）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し きっちん「みちくきっちん「みちく
　さ」（待合室みちく　さ」（待合室みちく
　さ・10:00～)　さ・10:00～)
催催 し し てしかが観光塾てしかが観光塾
　（川湯ふるさと館　（川湯ふるさと館
　・9:00～)　・9:00～)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)
催催 し し 弟子屈町家族介弟子屈町家族介
　護者教室（福祉　護者教室（福祉
　センター・13:00～　センター・13:00～
  15:00)  15:00)
催催 し し 弟子屈町公営塾弟子屈町公営塾
　開講記念特別講　開講記念特別講
　演会（町公民館・　演会（町公民館・
  15:00～16:30)  15:00～16:30)

開開 放 放 こども園・保育園こども園・保育園
　開放「遊んＤａｙ」　開放「遊んＤａｙ」
　（子ども園ましゅ　（子ども園ましゅ
   う／川湯保育園・   う／川湯保育園・
  9:00～）  9:00～）
健健
  康康
べビーマッサージべビーマッサージ

　教室（子育て支援　教室（子育て支援
　センター・13:00～）　センター・13:00～）
税税 務 務 夜間納税窓口開設夜間納税窓口開設
　（役場／20:00まで）　（役場／20:00まで）

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し てしかが観光塾てしかが観光塾
　（川湯ふるさと館　（川湯ふるさと館
　・8:30～)　・8:30～)

山
やま

越
こし

　叶
と

笑
わ

 ちゃん

夜間納税窓口の開設
　日中、仕事などで役場に来られない方々のた
めに、次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／11月27日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎
　　　　　　※今月は川湯支所には開設しません。

た
す。

ん。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。
▶固定資産税４期　　 　 　     12月２日㈪
▶国民健康保険税６期    　　    12月２日㈪
▶後期高齢者医療保険料６期     12月２日㈪

11月の税などの納期限

救急発生！！

119番消防です。火事ですか救急ですか？

➡火　災 救　急➡

場所はどこですか？目印はありますか？➡ ➡

燃えているところはどこか？
逃げ遅れているか？
何が燃えているか？

誰がどうしてどのような状況
なのか？
治療中の病気はあるか？

通報者の電話番号とお名前を教えてください

➡ ➡

坂
さか

上
がみ

　花
か

帆
ほ

 ちゃん 中
なか

村
むら

　聖
ひじ

凛
り

 ちゃん 岡
おか

林
ばやし

　歩
あゆ

汰
た

 ちゃん

鈴
すず

木
き

　仁
じ

人
ん

 ちゃん 佐
さ

々
さ

木
き

　穂
ほのか

 ちゃん 大
おお

内
うち

　優
ゆ

結
い

 ちゃん


